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は
じ
め
に

「
弟
よ
、
我
々
は
、
軍
隊
を
召
集
し
指
揮
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
我
々
は
、

城
塞
や
武
器
、
国
王
権
標
、
国
王
た
る
地
位
が
必
要
と
す
る
も
の
す
べ
て
を
有

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
我
々
に
は
幸
運
と
適
性
が
欠
け
て
い
る
の
だ
。
幸
運

は
、
弟
よ
、
傑
出
し
た
才
能
共
々
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
手
に
移
っ
た
。
国
家
の
決
定

権
は
、
ザ
ク
セ
ン
人
の
下
に
在
る
。
…
…
」。

九
一
八
年
一
二
月
二
三
日
に
起
き
た
コ
ン
ラ
ー
ト
家
の
東
フ
ラ
ン
ク
国
王
コ

ン
ラ
ー
ト
一
世
（
在
位
九
一
一
│
一
八
年
）
の
死
去
か
ら
、
翌
九
一
九
年
五
月

中
旬
の
リ
ウ
ド
ル
フ
ィ
ン
グ
家
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
一
世
（
在
位
九
一
九
│
三
六

年
）
の
新
国
王
選
出
に
至
る
ま
で
の
五
ヶ
月
間
、
統
治
者
を
欠
い
た
東
フ
ラ
ン

ク
王
国
で
一
体
何
が
起
き
て
い
た
の
か
。
こ
の
点
は
同
時
代
史
料
の
極
端
な
ま

で
の
乏
し
さ
の
た
め
に
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
。
事
件
に
つ
い
て
最
も
詳
細
か

つ
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
記
述
を
伝
え
て
い
る
の
は
、
半
世
紀
後
に
ザ
ク
セ
ン
地

方
の
コ
ル
ヴ
ァ
イ
修
道
院
の
修
道
士
ヴ
ィ
ド
ゥ
キ
ン
ト
（
九
七
三
年
以
降
歿
）

が
著
し
た
『
ザ
ク
セ
ン
人
の
事
績
』（
初
稿
九
六
七
／
六
八
年
、
補
訂
稿

九
七
三
年
以
降
成
立
）
で
あ
る
。

「
そ
こ
で
、
エ
ー
ベ
ル
ハ
ル
ト
は
、
国
王
〔
兄
の
コ
ン
ラ
ー
ト
一
世
〕
に
命

じ
ら
れ
た
よ
う
に
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
下
に
赴
き
、
服
従
し
て
す
べ
て
の
宝
物
を
引

き
渡
し
、
和
約
を
結
ん
だ
後
、
友
誼
（am

icitia

）
を
得
た
…
…
。
そ
れ
か

ら
、
フ
リ
ッ
ツ
ラ
ー
と
呼
ば
れ
る
地
に
フ
ラ
ン
ク
人
の
軍
隊
の
君
侯
と
有
力
者

が
集
結
す
る
と
、
彼
は
、
す
べ
て
の
フ
ラ
ン
ク
人
と
ザ
ク
セ
ン
人
の
人
民
の
前

で
、ハ
イ
ン
リ
ヒ
を
国
王
へ
と
指
名
し
た
」（
第
一
巻
二
五
・
二
六
章
）（
１
）

│
。

こ
の
死
の
床
の
遺
言
と
王
位
禅
譲
の
叙
述
の
歴
史
的
信
憑
性
に
つ
い
て
は
、

王
位
交
替
が
か
つ
て
の
研
究
に
お
い
て
「
ド
イ
ツ
王
国
の
成
立
」
を
画
す
る
最

重
要
事
件
と
見
な
さ
れ
た
た
め
、
膨
大
な
研
究
史
の
蓄
積
が
あ
る（
２
）。
今
日

の
中
世
史
研
究
を
大
き
く
リ
ー
ド
す
る
フ
リ
ー
ト
の
歴
史
人
類
学
的
な
「
記
憶

史
論
」
の
最
初
の
試
金
石
と
な
っ
た
の
も
ま
た
、
こ
の
物
語

0

0

の
事
実
性
を
め
ぐ

る
議
論
で
あ
っ
た
。
フ
リ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
中
世
の
口
承
世
界
に
生
き
た
歴
史

大
公
ハ
イ
ン
リ
ヒ
と
黄
金
の
首
飾
り

　
　
　
　

ヴ
ィ
ド
ゥ
キ
ン
ト
『
ザ
ク
セ
ン
人
の
事
績
』
第
一
巻
二
二
章
を
読
む

三
佐
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ト

（1）108



大公ハインリヒと黄金の首飾り／ヴィドゥキント『ザクセン人の事績』第一巻二二章を読む

第 113 輯（2022）

て
着
色
あ
る
い
は
濾
過
さ
れ
る
こ
と
で
初
め
て
、
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
と
し
て
の
「
物

語
」
あ
る
い
は
「
伝
説
」
へ
と
変
容
し
て
い
く
。「
記
憶
」
の
主
た
る
媒
体
が

口
承
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
傾
向
は
著
し
く
加
速
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

先
に
『
ザ
ク
セ
ン
人
の
事
績
』
を
訳
出
し
た
筆
者
は
、
無
文
字
社
会
の
口
承
文

化
を
主
た
る
素
材
と
す
る
人
類
学
的
方
法
論
を
、
教
養
語
と
し
て
の
ラ
テ
ン
語

を
駆
使
し
、
時
に
は
「
伝
説
」・「
風
聞
」
と
批
判
的
に
対
峙
し
、「
真
実
」（
第

一
巻
二
章
、
三
五
章
、
第
二
巻
二
五
章
、
第
三
巻
七
四
章
）
を
自
覚
的
に
追
求

す
る
「
文
人
（litterati

）」
に
対
し
て
、
は
た
し
て
そ
の
ま
ま
適
用
可
能
な
の

か
、
と
い
う
素
朴
な
疑
問
を
抱
い
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
第
一
巻
二
五
・
二
六
章
で
は
な

い
。
そ
れ
に
先
行
す
る
二
二
章
、「
ハ
イ
ン
リ
ヒ
、
司
教
ハ
ッ
ト
ー
、
伯
ア
ー

ダ
ル
ベ
ル
ト
」
で
あ
る
。
グ
リ
ム
兄
弟
の
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』
に
も
「
ア
ー
ダ

ル
ベ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
バ
ー
ベ
ン
ベ
ル
ク
」（
第
四
六
二
話
）、「
大
公
ハ
イ
ン

リ
ヒ
と
黄
金
の
首
飾
り
」（
第
四
六
三
話
）
と
し
て
採
録
さ
れ
た
、
典
型
的
な

〝
伝
説
〞
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る（
６
）。
し
か
し
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
「
創
作
さ

れ
た
民
衆
た
ち
の
風
聞
」（
後
述
六
頁
）
と
し
か
思
え
な
い
寓
話
的
ス
ト
ー
リ

ー
の
核
心
部
分
の
中
に
、
時
に
歴
史
上
の
〝
事
実
〞
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
も
あ

る
。
本
稿
の
課
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
「
物
語
」
な
い
し
「
伝
説
」
の
テ
キ
ス

ト
の
中
に
、
過
去
に
実
際
に
起
き
た
事
件
が
投
影
さ
れ
た
姿
を
読
み
解
く
作
業

で
あ
る
。

た
だ
し
、
本
稿
は
、
フ
リ
ー
ト
の
「
記
憶
史
論
」
の
妥
当
性
そ
の
も
の
を
議

論
の
俎
上
に
載
せ
る
こ
と
を
意
図
す
る
も
の
で
は
な
い
。
自
説
へ
の
有
力
な
反

証
材
料
を
提
供
す
る
二
二
章
の
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
、
フ
リ
ー
ト
自
身
が
真

正
面
か
ら
踏
み
込
む
こ
と
を
回
避
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る（
７
）。
む
し
ろ
、
筆

者
が
目
指
す
の
は
、
関
連
史
料
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
事
件
の
本
来

叙
述
者
の
思
考
を
規
定
し
て
い
た
の
は
、「
そ
も
そ
も
過
去
に
何
が
あ
っ
た
の

か
」（
ラ
ン
ケ
）
で
は
な
く
、「
そ
も
そ
も
過
去
は
〝
現
在
〞
に
と
っ
て
い
か
に

あ
る
べ
き
か
」
と
い
う
主
観
的
・
理
想
的
歴
史
認
識
で
あ
っ
た
。
事
件
か
ら
半

世
紀
以
上
も
の
時
を
経
て
コ
ル
ヴ
ァ
イ
修
道
士
が
書
き
留
め
た
情
景
も
ま
た
、

あ
く
ま
で
も
彼
、
す
な
わ
ち
ザ
ク
セ
ン
人
貴
族
の
生
き
る
〝
現
在
〞
の
歴
史

的
・
伝
統
的
正
当
性
の
境
位
か
ら
、
主
と
し
て
口
頭
伝
承
に
依
拠
し
つ
つ
想
起

さ
れ
、
彼
ら
の
望
む
理
想
的
歴
史
像
へ
と
再
構
成
さ
れ
た
過
去
の
変
容
し
た
姿

で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
、「
過
ぎ
去
っ
た
時
代
と
事
件
に
関
す
る
客
観
的
で
事

件
に
忠
実
な
再
構
成
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
過
去
を
正
当
化
す
る
こ
と
に
よ

る
現
在
の
根
拠
付
け
」
へ
と
大
き
く
傾
斜
し
て
い
た
。「
誤
り
に
満
ち
溢
れ
た

構
築
物
」
と
し
て
の
『
ザ
ク
セ
ン
人
の
事
績
』
は
、
一
〇
世
紀
初
頭
の
事
件
史

を
再
構
成
す
る
た
め
の
実
証
的
史
料
と
い
う
よ
り
は
、
ま
ず
第
一
に
、
一
〇
世

紀
後
半

0

0

に
お
け
る
集
団
的
記
憶
と
支
配
観
念
と
の
関
係
性
を
分
析
す
る
の
に
好

適
な
史
料
と
位
置
付
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る（
３
）。

政
治
観
念
史
に
基
づ
く
ボ
イ
マ
ン
の
古
典
的
研
究（
４
）
の
成
果
を
根
底
か
ら

覆
し
、
研
究
史
を
新
た
に
画
す
る
フ
リ
ー
ト
の
脱
構
築
化
へ
の
挑
戦
は
、
当
然

な
が
ら
賛
同
と
同
時
に
ア
ル
ト
ホ
フ
と
ケ
ラ
ー
を
初
め
と
す
る
多
く
の
研
究
者

の
批
判
を
惹
起
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
特
に
オ
ッ
ト
ー
朝
史
の
「
重
要
証
人
は

信
頼
に
値
す
る
」（
５
）
と
反
論
す
る
前
者
は
、
歴
史
叙
述
の
実
践
的
・
機
能
的
目

的
性
を
重
視
し
、
作
品
の
傾
向
性
を
執
筆
意
図

│
皇
帝
不
在
の
留
守
を
預
か

る
皇
女
マ
テ
ィ
ル
デ
個
人
に
向
け
た
、
自
律
的
な
政
治
的
行
動
を
可
能
と
す
る

た
め
の
歴
史
の
指
南
書

│
か
ら
解
明
し
よ
う
と
試
み
た
。
論
争
は
現
在
も
進

行
中
で
あ
り
、
現
実
に
起
き
た
歴
史
的
〝
事
実
〞
は
、
幾
重
も
の
「
記
憶
の
ヴ

ェ
ー
ル
」
に
包
み
込
ま
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

確
か
に
、
個
々
の
〝
事
実
〞
は
、「
記
憶
」
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
く
ぐ
り
抜
け
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（〝
幼
童
〞、
在
位
九
〇
〇
│
一
一
年
）
が
、
九
一
一
年
に
早
世
し
た
後
に
新
国

王
に
選
出
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ク
人
の
コ
ン
ラ
ー
ト
一
世
（〝
若
〞）、
そ
し
て
、
翌

九
一
二
年
に
ザ
ク
セ
ン
人
の
〝
大
公
〞
オ
ッ
ト
ー
（〝
貴
顕
〞）
の
後
継
者
と
な

っ
た
息
子
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
、
こ
の
二
人
の
ラ
イ
ヴ
ァ
ル
間
の
対
立
、
そ
し
て
前

者
に
よ
る
後
者
の
暗
殺
計
画
（
九
一
三
年
）
へ
の
展
開
が
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
側
の

視
点
か
ら
綴
ら
れ
る
（
後
述
八
頁
）。

問
題
の
二
二
章
は
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
、
コ
ン
ラ
ー
ト
両
国
王
側
近
の
マ
イ
ン

ツ
大
司
教
ハ
ッ
ト
ー
（
在
位
八
九
一
│
九
一
三
年
）
の
奸
計
の
物
語
で
あ
る
。

王
家
と
対
立
す
る
二
人
の
ラ
イ
ヴ
ァ
ル
、
す
な
わ
ち
バ
ー
ベ
ン
ベ
ル
ク
家
の
伯

ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
の
捕
縛
・
処
刑
事
件
（
九
〇
六
年
）、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
暗
殺

未
遂
事
件
（
九
一
三
年
）
の
二
部
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
ハ
ッ
ト
ー
が

主
導
し
た
謀
議
で
あ
る
が
、
叙
述
は
前
段
の
事
件
が
起
き
た
九
〇
六
年
ま
で
一

旦
遡
る
こ
と
に
な
る
。「
修
道
院
本
」
か
ら
引
用
す
る
（「
献
呈
本
」
も
同
一
テ

キ
ス
ト
）。伝

え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
任
務
を
担
う
の
に
最
も
適
任

の
者
と
し
て
、
国
王
〔
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
〕
は
、
ハ
ッ
ト
ー
と
い
う
名
の

マ
イ
ン
ツ
の
司
教
を
側
近
く
に
も
っ
て
い
た
。
そ
の
氏
素
性
は
不
明
で

あ
る
も
の
の
、
鋭
い
理
解
力
を
有
し
て
い
た
。
彼
の
助
言
が
賞
賛
と
叱

責
の
い
ず
れ
に
値
す
る
の
か
、
判
断
は
か
な
り
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。
彼
の
あ
る
行
い
は
、
そ
の
こ
と
を
良
く
示
し
て
い
る
。
コ
ン
ラ
ー

ト
〔〝
大
〞〕、
す
な
わ
ち
国
王
コ
ン
ラ
ー
ト
の
父
と
、
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル

ト
、
す
な
わ
ち
そ
の
姉
妹
を
通
じ
て
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
親
族
と
の
間
に
戦

闘
が
起
き
た
際
、
ま
ず
最
初
に
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
の
兄
弟
が
殺
害
さ
れ

た
。
次
い
で
、
そ
の
兄
弟
の
報
復
の
た
め
に
、
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
に
よ

の
実
像
を
可
能
な
限
り
再
構
成
し
、
そ
れ
を
コ
ン
ラ
ー
ト
と
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
衝

突
、
そ
し
て
前
者
か
ら
後
者
へ
の
王
位
委
譲
と
い
う
歴
史
的
文
脈
の
中
に
位
置

づ
け
る
こ
と
に
あ
る
。

考
察
に
先
立
ち
、『
ザ
ク
セ
ン
人
の
事
績
』
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
一
言
し

て
お
く
。『
事
績
』
は
三
巻
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
第
一
巻
は
、
ザ
ク
セ
ン
人
の

起
源
か
ら
国
王
ハ
イ
ン
リ
ヒ
一
世
の
死
去
（
九
三
六
年
）
ま
で
、
第
二
巻
は
、

オ
ッ
ト
ー
一
世
の
国
王
登
位
か
ら
妻
エ
デ
ィ
ッ
ト
の
死
去
（
九
四
六
年
）
ま

で
、
第
三
巻
は
、
本
来
は
叛
乱
者
ヴ
ィ
ヒ
マ
ン
の
戦
死
を
も
っ
て
終
わ
っ
て
い

た
が
、
後
に
オ
ッ
ト
ー
の
死
去
ま
で
補
足
さ
れ
た
。
現
存
す
る
五
点
の
写
本

は
、
作
品
の
段
階
的
成
立
過
程
に
対
応
す
る
形
で
、
三
系
統
に
分
類
さ
れ
る
。

「
修
道
院
本
」（
Ｂ
稿
）：
九
六
七
／
六
八
年
に
第
三
巻
六
九
章
の
ヴ
ィ
ヒ
マ
ン

の
戦
死
（
九
六
七
年
九
月
二
一
日
）
を
も
っ
て
一
旦
締
め
括
ら
れ
た
初
稿
。
ヴ

ィ
ド
ゥ
キ
ン
ト
は
そ
の
後
、
オ
ッ
ト
ー
の
死
去
（
九
七
三
年
五
月
七
日
）
ま
で

の
事
件
を
七
〇
〜
七
六
章
に
お
い
て
概
観
的
に
追
記
し
た
。「
献
呈
本
」（
Ａ

稿
）：
Ｂ
稿
の
第
三
巻
六
九
章
ま
で
の
叙
述
に
各
巻
冒
頭
の
献
呈
辞
を
添
え

て
、
九
六
八
年
に
皇
帝
オ
ッ
ト
ー
の
娘
の
ク
ヴ
ェ
ト
リ
ー
ン
ブ
ル
ク
女
子
律
院

長
マ
テ
ィ
ル
デ
に
献
呈
さ
れ
た
改
訂
稿
。
献
呈
用
の
補
筆
を
含
む
他
、
テ
キ
ス

ト
の
簡
略
化
、
削
除
、
補
足
、
字
句
の
改
訂
が
施
さ
れ
た
。「
完
結
本
」（
Ｃ

稿
）：
第
三
巻
七
六
章
を
も
っ
て
終
結
し
た
Ｂ
稿
に
、
同
じ
く
簡
略
化
、
削

除
、
改
訂
を
施
し
た
完
成
稿
。
な
お
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
第
一
巻
二
二
章

は
、
三
系
統
の
稿
本
の
テ
キ
ス
ト
間
の
相
違
が
最
も
顕
著
な
箇
所
で
あ
る
。

一
「
裏
切
ら
れ
た
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
」

先
行
す
る
二
一
章
で
は
、
最
後
の
東
カ
ロ
リ
ン
グ
国
王
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
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て
、
多
く
の
者
の
命
が
救
わ
れ
た
の
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
争
い
に
終

止
符
を
打
ち
、
平
和
を
回
復
し
た
か
の
助
言
以
上
に
良
い
も
の
は
、
は

た
し
て
他
に
あ
る
だ
ろ
う
か
？
。

歴
史
的
背
景
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
八
九
七
年
か
ら
九
〇
六
年
に
か
け
て

「
フ
ラ
ン
ク
人
と
ザ
ク
セ
ン
人
の
分
国
」（
８
）
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
「
バ

ー
ベ
ン
ベ
ル
ク
・
フ
ェ
ー
デ
」
で
あ
る（
９
）。
ラ
イ
ン
・
フ
ラ
ン
ケ
ン
地
方
に

勢
力
を
張
り
、
国
王
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
母
の
出
身
で
あ
る
コ
ン
ラ
ー
ト
家
の
惣

領
の
伯
コ
ン
ラ
ー
ト
（〝
大
〞）
は
、
マ
イ
ン
・
フ
ラ
ン
ケ
ン
を
権
力
基
盤
と
す

る
バ
ー
ベ
ン
ベ
ル
ク
家
と
の
間
に
一
〇
年
に
及
ぶ
凄
絶
な
私フ
ェ
ー
デ闘

を
繰
り
広
げ

た
。
バ
ー
ベ
ン
ベ
ル
ク
家
の
三
兄
弟
の
う
ち
ハ
イ
ン
リ
ヒ
と
ア
ー
ダ
ル
ハ
ル
ト

は
、
九
〇
二
年
の
戦
闘
で
戦
死
な
い
し
処
刑
さ
れ
た
。
コ
ン
ラ
ー
ト
側
で
も
、

弟
エ
ー
ベ
ル
ハ
ル
ト
が
斃
れ
て
い
る
。
一
人
残
さ
れ
た
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
は
、

翌
九
〇
三
年
、
コ
ン
ラ
ー
ト
の
弟
の
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
司
教
ル
ー
ド
ル
フ
（
在

位
八
九
二
│
九
〇
八
年
）、
お
よ
び
エ
ー
ベ
ル
ハ
ル
ト
の
寡
婦
と
子
供
た
ち
を

所
領
か
ら
駆
逐
・
追
放
し
た
。
さ
ら
に
、
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
は
九
〇
六
年
二
月

二
七
日
、
フ
リ
ッ
ツ
ラ
ー
近
郊
の
戦
い
で
、
コ
ン
ラ
ー
ト
を
倒
す
こ
と
に
成
功

し
た
。
そ
の
後
、
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
は
、
国
王
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
に
よ
っ
て
ト
リ

ブ
ー
ル
の
王
宮
に
召
喚
さ
れ
た
が
、
出
頭
を
拒
否
し
た
。
し
か
し
、
同
年
九
月

九
日
、
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
は
、
つ
い
に
国
王
の
命
で
捕
縛
さ
れ
、
処
刑
さ
れ

た
。
所
領
は
没
収
さ
れ
、
高
位
の
貴
族
に
分
け
与
え
ら
れ
た
。
な
お
、
ハ
ッ
ト

ー
も
、
二
年
後
の
九
〇
八
年
に
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
近
郊
の
土
地
を
国
王
か
ら
得

る
こ
と
で
、
分
け
前
に
与
っ
て
い
る
（D

LdK
 60

）。

さ
て
、「
バ
ー
ベ
ン
ベ
ル
ク
・
フ
ェ
ー
デ
」
を
最
も
詳
細
に
伝
え
る
同
時
代

史
料
は
、
前
プ
リ
ュ
ム
修
道
院
長
レ
ー
ギ
ノ
（
九
一
五
年
歿
）
の
『
年
代
記
』

っ
て
コ
ン
ラ
ー
ト
が
殺
害
さ
れ
た
。
諸
王
の
誰
一
人
と
し
て
当
時
、
こ

れ
ら
有
力
者
間
の
激
烈
な
争
い
を
鎮
め
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

最
後
に
、
深
刻
な
争
い
を
調
停
す
る
た
め
に
最
高
位
の
聖
職
者
〔
マ

イ
ン
ツ
大
司
教
ハ
ッ
ト
ー
〕
が
派
遣
さ
れ
た
。
こ
の
者
は
、
ア
ー
ダ
ル

ベ
ル
ト
の
城
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
一
つ
の
誓
約
を
立
て
た
。
そ
れ

は
、
彼
の
た
め
に
国
王
〔
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
〕
と
の
和
平
を
実
現
さ
せ
る

か
、
さ
も
な
く
ば
彼
を
無
傷
で
そ
の
住
居
に
連
れ
戻
す
、
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
は
、
こ
の
契
約
に
同
意
し
、
そ
の
う
え

で
忠
誠
と
友
好
の
た
め
に
さ
さ
や
か
な
食
事
を
提
供
す
る
こ
と
を
申
し

出
た
。
か
の
者
は
こ
れ
を
断
り
、
直
ち
に
城
を
出
立
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
従
者
全
員
と
共
に
城
邑
を
後
に
し
た
時
、
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に

よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
呼
ば
わ
っ
た
と
い
う
。「
あ
あ
、
人
は
し
ば
し

ば
、
一
度
は
断
っ
た
も
の
が
後
に
な
っ
て
再
び
提
供
さ
れ
る
な
ら
ば
、

そ
れ
を
所
望
し
た
く
な
る
も
の
だ
。
あ
ま
り
に
長
い
道
程
と
夜
更
け
の

時
間
は
、
余
を
疲
れ
さ
せ
る
。
我
々
は
、
空
腹
の
ま
ま
で
一
日
中
旅
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
の
だ
か
ら
」。
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
は
、
喜
ん
で
司

教
の
膝
の
前
に
腰
を
屈
め
、
城
に
戻
っ
て
食
事
を
摂
る
よ
う
切
に
請
う

た
。
司
教
は
、
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
と
共
に
再
び
城
に
戻
っ
た
。
と
こ
ろ

で
、
司
教
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
自
ら
は
そ
の
こ
と
で
誓
約
し
た
義
務
を

果
た
し
た
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
司
教
は
実
際
の
と
こ
ろ
、
彼

を
無
傷
で
そ
の
住
居
に
連
れ
戻
し
た
の
だ
か
ら
。
そ
の
後
、
ア
ー
ダ
ル

ベ
ル
ト
は
、
司
教
に
よ
っ
て
国
王
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
に
引
き
渡
さ
れ
、
有

罪
の
判
決
を
下
さ
れ
た
後
、
処
刑
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

一
体
、
か
か
る
不
誠
実
以
上
に
恥
ず
べ
き
こ
と
が
他
に
あ
る
だ
ろ
う

か
？　

し
か
し
、
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
か
の
者
の
処
刑
に
よ
っ
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（
九
〇
八
年
成
立
）
で
あ
る
。
彼
は
、
国
王
側
の
視
点
に
立
ち
つ
つ
、
事
件
の

責
任
を
二
つ
の
「
裏
切
り
」
に
帰
す
る
。
ま
ず
、
国
王
軍
が
、
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル

ト
の
立
て
籠
も
る
マ
イ
ン
河
畔
の
城
塞
テ
レ
ス
を
包
囲
し
た
際
、「
あ
ら
ゆ
る

悪
行
に
お
い
て
常
に
行
動
を
共
に
し
て
き
た
仲
間
」
の
伯
エ
ギ
ノ
が
離
反
し
、

郎
党
全
員
と
と
も
に
国
王
側
に
寝
返
っ
た
。
次
い
で
、
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
が
国

王
を
「
狡
猾
な
術
策
（callida argum

enta

）」
に
よ
っ
て
欺
く
べ
く
、
率
先

し
て
城
塞
を
包
囲
軍
に
明
け
渡
し
降
伏
し
た
も
の
の
、
こ
の
「
悪
巧
み

（fraus

）
は
味
方
の
さ
ら
な
る
裏
切
り
に
よ
っ
て
露
見
し
」、
裁
き
に
か
け
ら

れ
処
刑
さ
れ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る（
10
）。
い
ず
れ
も
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
を
裏

切
っ
た
の
は
、
味
方
の
所
業
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
ハ
ッ
ト
ー
へ
の
言
及
は
な

い
。
ま
た
、
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
が
服
従
す
る
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
も
沈
黙

し
て
い
る
。

「
し
か
し
、
こ
の
沈
黙
が
ハ
ッ
ト
ー
と
バ
イ
エ
ル
ン
の
伯
を
擁
護
す
る
目
的

に
発
す
る
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
明
白
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル

ト
が
結
果
的
に
実
行
に
移
し
た
行
為
と
は
、
他
な
ら
ぬ
自
ら
進
ん
で
の
〔
城
塞

の
〕
明
け
渡
し
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
他
の
事
例
が
物
語
っ
て
い
る
よ
う

に
、
そ
れ
に
先
行
す
る
交
渉
を
前
提
と
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
」（
カ
ン

プ
）（
11
）。
実
際
の
と
こ
ろ
、
レ
ー
ギ
ノ
は
、
同
じ
九
〇
六
年
に
著
名
な
『
ゼ

ン
ト
裁
判
事
件
に
関
す
る
二
巻
の
書
』
を
問
題
の
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
本
人
に
、

『
年
代
記
』
も
国
王
後
見
人
の
一
人
で
あ
る
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
司
教
ア
ー
ダ
ル

ベ
ロ
（
在
位
八
八
七
│
九
〇
九
年
）
に
献
呈
す
る
な
ど
、
国
王
宮
廷
と
極
め
て

近
し
い
関
係
に
あ
り
、
ハ
ッ
ト
ー
ら
の
関
与
を
意
図
的
に
隠
蔽
し
た
と
し
て
も

不
思
議
は
な
い（
12
）。

こ
れ
に
対
し
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
地
方
で
九
一
二
年
以
降
に
成
立
し
た
『
ロ

ッ
ブ
編
年
誌
』
は
、「
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
息
子
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
は
、
司
教
た
ち

（5）
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が

離
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し

、

郎

党

全

員

と
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も

に

国

王

側
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寝
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っ

た

。

次

い

で

、

ア

ー

ダ

ル

ベ

ル

ト

が

国

王

を

「

狡

猾

な

術

策

（

ca
llid

a
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enta

）
」
に
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欺
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べ

く

、

率
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て

城
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包
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渡
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降
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の
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こ
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）
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味

方

の

さ

ら

な

る

裏

切

り

に

よ

っ
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露

見
し
」
、
裁
き
に
か

け

ら

れ

処

刑

さ

れ

た

、

と

い

う

の

で

あ
る
（
１
０
）

。
い
ず
れ

も

ア

ー

ダ

ル

ベ

ル

ト

を

裏

切

っ

た

の

は
、
味
方
の
所
業
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
ハ
ッ
ト
ー
へ
の
言
及
は
な
い
。
ま
た
、

ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
が
服
従
す
る
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
も
沈
黙
し
て
い

る
。

「
し
か
し
、
こ
の
沈
黙
が
ハ
ッ
ト
ー
と
バ
イ
エ
ル
ン
の
伯
を
擁
護
す
る
目

的
に
発
す
る
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
明
白
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
ア
ー
ダ
ル

ベ
ル
ト
が
結
果
的
に
実
行
に
移
し
た
行
為
と
は
、
他
な
ら
ぬ
自
ら
進
ん
で
の

〔
城
塞
の
〕
明
け
渡
し
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
他
の
事
例
が
物
語
っ
て
い

る
よ
う
に
、
そ
れ
に
先
行
す
る
交
渉
を
前
提
と
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
」

（
カ
ン
プ
）（
１
１
）

。
実
際
の
と
こ
ろ
、
レ
ー
ギ
ノ
は
、
同
じ
九
〇
六
年
に
著

名
な
『
ゼ
ン
ト
裁
判
事
件
に
関
す
る
二
巻
の
書
』
を
問
題
の
マ
イ
ン
ツ
大
司

教
本
人
に
、
『
年
代
記
』
も
国
王
後
見
人
の
一
人
で
あ
る
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク

司
教
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
（
在
位
八
八
七
―
九
〇
九
年
）
に
献
呈
す
る
な
ど
、

国
王
宮
廷
と
極
め
て
近
し
い
関
係
に
あ
り
、
ハ
ッ
ト
ー
ら
の
関
与
を
意
図
的

に
隠
蔽
し
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
（
１
２
）

。

こ
れ
に
対
し
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
地
方
で
九
一
二
年
以
降
に
成
立
し
た
『
ロ

ッ
ブ
編
年
誌
』
は
、
「
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
息
子
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
は
、
司
教
た

ち
の
偽
り
の
誓
約
（ficta

fides
episcoporum

）
に
よ
っ
て
欺
か
れ
、
斬
首
に

処
せ
ら
れ
た
」
と
記
す
こ
と
で
、
国
王
側
の
高
位
聖
職
者
の
関
与
を
匂
わ
せ

て
い
る
（
１
３
）

。
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
が
、
テ
レ
ス
を
包
囲
す
る
国
王
の
側
近
く

に
い
た
こ
と
は
、
九
月
二
日
に
バ
ン
ベ
ル
ク
近
郊
で
発
給
さ
れ
た
証
書

（LdK
48

）
中
で
執
り
成
し
人
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
か
ら
確
実
で
あ
る
。

以
後
半
世
紀
の
間
、
史
料
は
黙
し
て
語
ら
な
い
。
ハ
ッ
ト
ー
の
〝
二
枚
舌

〟
と
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
の
悲
劇
に
つ
い
て
初
め
て
、
し
か
も
コ
ル
ヴ
ァ
イ
修

道
士
よ
り
は
る
か
に
饒
舌
か
つ
劇
的
に
活
写
し
た
の
は
、
リ
ウ
ト
プ
ラ
ン
ド

（
九
二
〇
年
頃
―
七
二
年
頃
）
で
あ
る
。
九
五
一
～
五
五
年
の
間
に
ハ
イ
ン

リ
ヒ
の
後
継
国
王
オ
ッ
ト
ー
一
世
（
在
位
九
三
六
―
七
三
年
）
の
側
近
に
迎

え
ら
れ
、
九
六
一
年
に
ク
レ
モ
ナ
司
教
位
に
就
い
た
ラ
ン
ゴ
バ
ル
ト
人
が
『
報

復
の
書
』
を
著
し
た
の
は
、
『
ザ
ク
セ
ン
人
の
事
績
』
に
先
行
す
る
九
五
八
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狡
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、
ハ
ッ
ト
ー
へ
の
言
及
は
な
い
。
ま
た
、

ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
が
服
従
す
る
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
も
沈
黙
し
て
い

る
。

「
し
か
し
、
こ
の
沈
黙
が
ハ
ッ
ト
ー
と
バ
イ
エ
ル
ン
の
伯
を
擁
護
す
る
目

的
に
発
す
る
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
明
白
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
ア
ー
ダ
ル

ベ
ル
ト
が
結
果
的
に
実
行
に
移
し
た
行
為
と
は
、
他
な
ら
ぬ
自
ら
進
ん
で
の

〔
城
塞
の
〕
明
け
渡
し
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
他
の
事
例
が
物
語
っ
て
い

る
よ
う
に
、
そ
れ
に
先
行
す
る
交
渉
を
前
提
と
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
」

（
カ
ン
プ
）（
１
１
）

。
実
際
の
と
こ
ろ
、
レ
ー
ギ
ノ
は
、
同
じ
九
〇
六
年
に
著

名
な
『
ゼ
ン
ト
裁
判
事
件
に
関
す
る
二
巻
の
書
』
を
問
題
の
マ
イ
ン
ツ
大
司

教
本
人
に
、
『
年
代
記
』
も
国
王
後
見
人
の
一
人
で
あ
る
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク

司
教
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
（
在
位
八
八
七
―
九
〇
九
年
）
に
献
呈
す
る
な
ど
、

国
王
宮
廷
と
極
め
て
近
し
い
関
係
に
あ
り
、
ハ
ッ
ト
ー
ら
の
関
与
を
意
図
的

に
隠
蔽
し
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
（
１
２
）

。

こ
れ
に
対
し
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
地
方
で
九
一
二
年
以
降
に
成
立
し
た
『
ロ

ッ
ブ
編
年
誌
』
は
、
「
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
息
子
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
は
、
司
教
た

ち
の
偽
り
の
誓
約
（ficta

fides
episcoporum

）
に
よ
っ
て
欺
か
れ
、
斬
首
に

処
せ
ら
れ
た
」
と
記
す
こ
と
で
、
国
王
側
の
高
位
聖
職
者
の
関
与
を
匂
わ
せ

て
い
る
（
１
３
）

。
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
が
、
テ
レ
ス
を
包
囲
す
る
国
王
の
側
近
く

に
い
た
こ
と
は
、
九
月
二
日
に
バ
ン
ベ
ル
ク
近
郊
で
発
給
さ
れ
た
証
書

（LdK
48

）
中
で
執
り
成
し
人
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
か
ら
確
実
で
あ
る
。

以
後
半
世
紀
の
間
、
史
料
は
黙
し
て
語
ら
な
い
。
ハ
ッ
ト
ー
の
〝
二
枚
舌

〟
と
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
の
悲
劇
に
つ
い
て
初
め
て
、
し
か
も
コ
ル
ヴ
ァ
イ
修

道
士
よ
り
は
る
か
に
饒
舌
か
つ
劇
的
に
活
写
し
た
の
は
、
リ
ウ
ト
プ
ラ
ン
ド

（
九
二
〇
年
頃
―
七
二
年
頃
）
で
あ
る
。
九
五
一
～
五
五
年
の
間
に
ハ
イ
ン

リ
ヒ
の
後
継
国
王
オ
ッ
ト
ー
一
世
（
在
位
九
三
六
―
七
三
年
）
の
側
近
に
迎

え
ら
れ
、
九
六
一
年
に
ク
レ
モ
ナ
司
教
位
に
就
い
た
ラ
ン
ゴ
バ
ル
ト
人
が
『
報

復
の
書
』
を
著
し
た
の
は
、
『
ザ
ク
セ
ン
人
の
事
績
』
に
先
行
す
る
九
五
八

＜リウドルフィング家＞ ＜バーベンベルク家＞

リウドルフ ハインリヒ ポッポー
† 866 † 886 † 9世紀末

ブルーノ オットー（貴顕）∞ ハトヴィヒ アーダルベルト ハインリヒ アーダルハルト
† 880 † 912 † 903 † 906 † 902 † 902

ハインリヒ 1世
† 936

オットー 1世（大帝）
† 973

＜コンラート家＞

コンラート（大） エーベルハルト ルードルフ
† 906 † 902 † 908

コンラート（若） エーベルハルト
† 918 † 939
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り
、
断
言
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
む
し
ろ
、
創
作
さ
れ
た
民
衆
た
ち
の
風
聞

（vulgi rum
or

）
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」、
と
。

さ
て
、
以
上
の
各
史
料
の
証
言
を
比
較
し
て
み
る
と
、
ハ
ッ
ト
ー
の
関
与
は

と
も
か
く
、
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
の
捕
縛
・
処
刑
に
際
し
て
、
人
々
の
記
憶
に
残

る
よ
う
な
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
裏
切
り
劇
が
実
際
に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
よ
う
で
あ
る
。
ア
ル
ト
ホ
フ
の
紛
争
解
決
論
に
よ
れ
ば
、
政
治
的
服
従
儀
礼

は
、
ま
ず
仲
介
者
を
調
停
役
と
し
て
「
密
室
」
で
の
当
事
者
間
の
合
意
形
成
に

よ
っ
て
利
害
対
立
を
調
整
・
統
御
し
、
次
い
で
「
公
の
場
」（
王
国
・
宮
廷
会

議
、
教
会
会
議
）
に
お
い
て
儀
礼
・
象
徴
・
演
出
・
身
振
り

│
例
え
ば
、
贖

罪
服
、
裸
足
、
落
涙
、
悔
悟
等
々

│
の
演
出
を
駆
使
し
て
劇
場
的
に
可
視
化

す
る
と
い
う
形
式
を
踏
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
統
治
者
に
対
し
一
度
は
叛
旗
を
翻

し
た
者
で
も
、「
お
慈
悲
（clem

entia

）」
に
免
じ
て
罪
を
赦
さ
れ
る
の
が
当

時
の
紛
争
解
決
の
常
道
で
あ
っ
た
。
後
代
の
史
料
で
あ
る
が
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ

ン
の
ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
修
道
士
ヘ
ル
マ
ン
（
一
〇
一
三
│
五
四
年
）
は
、
死
の
同

年
ま
で
綴
っ
た
『
年
代
記
』
に
お
い
て
、
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
が
国
王
の
元
に
召

還
さ
れ
た
時
、
彼
は
「
契
約
へ
の
期
待
（spes pactionis

）」
を
抱
い
て
い
た

と
伝
え
て
い
る（
16
）。
そ
れ
故
、
本
来
「
平
和
の
仲
介
者
」
と
し
て
の
任
務
を

託
さ
れ
た
は
ず
の
高
位
聖
職
者
が
、「
忠
誠
と
友
好
（fidei gratia et 

am
icitiae

）」
に
基
づ
き
自
発
的
に
服
従
し
よ
う
と
す
る
者
を
、
偽
誓
を
弄
し

て
裏
切
っ
た
こ
と
は
、
不
文
律
に
背
反
す
る
「
不
誠
実
（perfidia

）」
そ
の
も

の
を
意
味
し
た
の
で
あ
る（
17
）。

加
え
て
、
ハ
ッ
ト
ー
の
〝
二
枚
舌
〞
と
、
キ
ケ
ロ
ー
『
義
務
に
つ
い
て
』
第

三
巻
三
二
章
の
逸
話
の
類
似
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
カ
ン
ナ
エ
の
戦
い
に
勝

利
し
た
ハ
ン
ニ
バ
ル
は
、
ロ
ー
マ
元
老
院
と
の
間
の
捕
虜
返
還
交
渉
に
際
し

て
、
交
渉
が
成
立
し
な
い
場
合
カ
ル
タ
ゴ
軍
に
戻
る
と
の
誓
約
を
一
〇
人
の
捕

の
偽
り
の
誓
約
（ficta fides episcoporum

）
に
よ
っ
て
欺
か
れ
、
斬
首
に
処

せ
ら
れ
た
」
と
記
す
こ
と
で
、
国
王
側
の
高
位
聖
職
者
の
関
与
を
匂
わ
せ
て
い

る（
13
）。
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
が
、
テ
レ
ス
を
包
囲
す
る
国
王
の
側
近
く
に
い
た

こ
と
は
、
九
月
二
日
に
バ
ン
ベ
ル
ク
近
郊
で
発
給
さ
れ
た
証
書
（LdK

 48

）

中
で
執
り
成
し
人
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
か
ら
確
実
で
あ
る
。

以
後
半
世
紀
の
間
、
史
料
は
黙
し
て
語
ら
な
い
。
ハ
ッ
ト
ー
の
〝
二
枚
舌
〞

と
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
の
悲
劇
に
つ
い
て
初
め
て
、
し
か
も
コ
ル
ヴ
ァ
イ
修
道
士

よ
り
は
る
か
に
饒
舌
か
つ
劇
的
に
活
写
し
た
の
は
、
リ
ウ
ト
プ
ラ
ン
ド

（
九
二
〇
年
頃
│
七
二
年
頃
）
で
あ
る
。
九
五
一
〜
五
五
年
の
間
に
ハ
イ
ン
リ

ヒ
の
後
継
国
王
オ
ッ
ト
ー
一
世
（
在
位
九
三
六
│
七
三
年
）
の
側
近
に
迎
え
ら

れ
、
九
六
一
年
に
ク
レ
モ
ナ
司
教
位
に
就
い
た
ラ
ン
ゴ
バ
ル
ト
人
が
『
報
復
の

書
』
を
著
し
た
の
は
、『
ザ
ク
セ
ン
人
の
事
績
』
に
先
行
す
る
九
五
八
〜
六
二

年
の
間
で
あ
っ
た（
14
）。
た
だ
し
、
そ
の
第
二
巻
六
章
の
叙
述
に
は
、
先
行
す

る
「
バ
ー
ベ
ン
ベ
ル
ク
・
フ
ェ
ー
デ
」
へ
の
言
及
は
な
い
。
描
か
れ
て
い
る
の

は
、
悪
知
恵
の
限
り
を
尽
く
す
〝
謀
略
家
〞
と
「
偉
大
な
る
勇
者
（m

agnus 

heros

）」、
二
人
の
真
正
面
か
ら
の
対
決
ド
ラ
マ
で
あ
り
、
経
験
と
狡
知
に
お

い
て
一
枚
上
手
の
前
者
の
勝
利
を
も
っ
て
物
語
は
終
わ
る
。
そ
こ
に
は
、
コ
ル

ヴ
ァ
イ
修
道
士
が
、叙
述
の
締
め
括
り
に
『
ヨ
ハ
ネ
の
福
音
書
』（
一
八
・
一
四
）

に
基
づ
き
省
察
し
た
、
多
数
の
救
命
の
た
め
の
一
人
の
犠
牲
の
是
非
を
め
ぐ
る

道
徳
的
議
論
は
欠
落
し
て
い
る
（
15
）。

も
っ
と
も
、
そ
の
ヴ
ィ
ド
ゥ
キ
ン
ト
自
身
は
、
後
年
「
完
結
本
」
に
お
い

て
、
こ
の
物
語
を
す
べ
て
削
除
し
、
後
段
の
中
途
部
分
（
後
述
九
頁
）
に
次
の

文
章
を
挿
入
し
た
。「
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル

ト
は
、
か
つ
て
同
じ
司
教
に
よ
っ
て
誠
実
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
が
、
そ
の
助
言

に
よ
り
欺
か
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
我
々
は
不
確
か
で
あ
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宮
廷
筋
を
起
点
と
す
る
伝
説
は
、
そ
の
後
巷
間
の
口
承
世
界
に
お
い
て
語
り

継
が
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
い
わ
ば
「
ハ
ッ
ト
ー
の
歌
」
と
し
て
も
流
布
し
て
い

っ
た
。
エ
ッ
ケ
ハ
ル
ト
は
、「
そ
れ
に
つ
い
て
書
き
記
す
こ
と
は
省
略
す
る
。

何
故
な
ら
ば
、
民
衆
た
ち
の
間
で
至
る
所
で
語
ら
れ
か
つ
謡
わ
れ
て
い
る
の
だ

か
ら
」
と
述
べ
て
い
る
。
中
世
最
大
の
歴
史
家
と
呼
ば
れ
る
フ
ラ
イ
ジ
ン
グ
司

教
オ
ッ
ト
ー
（
一
一
一
二
年
頃
│
五
八
年
）
の
『
年
代
記
』（
一
一
四
三
〜

四
六
年
成
立
）
も
、
そ
れ
が
謡
わ
れ
る
の
を
「
民
衆
に
伝
わ
る
形
で
今
日
も
な

お
四
つ
辻
や
宮
廷
で
耳
に
す
る
」
と
証
言
し
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
辺
境
伯

家
門
の
（
新
）
バ
ー
ベ
ン
ベ
ル
ク
家
に
生
ま
れ
た
司
教
は
続
け
て
、
自
ら
の
遠

き
祖
先
と
見
な
す
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
の
非
業
の
最
期
の
原
因
を
作
っ
た
マ
イ
ン

ツ
大
司
教
を
、
同
じ
聖
職
者
の
立
場
か
ら
指
弾
す
る
の
で
あ
る（
23
）。

二
「
黄
金
の
首
飾
り
」

東
ザ
ク
セ
ン
と
北
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
を
本
拠
地
と
す
る
リ
ウ
ド
ル
フ
ィ
ン
グ

家
の
オ
ッ
ト
ー
（〝
貴
顕
〞）
は
、
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
の
姉
妹
ハ
ト
ヴ
ィ
ヒ
を
妻

に
迎
え
て
い
た
が
、
こ
の
私
闘
に
直
接
加
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
翌
九
〇
七

年
に
は
、
コ
ン
ラ
ー
ト
（〝
大
〞）
と
並
ぶ
も
う
一
人
の
重
要
な
国
王
後
見
役
が

死
去
し
た
。
バ
イ
エ
ル
ン
地
方
の
頭
領
的
大
貴
族
（princeps

）
の
ル
イ
ト
ポ

ル
ト
が
、
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
近
郊
で
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
と
の
戦
闘
で
壊
滅
的

敗
北
を
喫
し
、
戦
死
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
王
家
の
権
威
を
梃
子
に
家

門
闘
争
に
勝
利
し
た
の
み
な
ら
ず
、
ラ
イ
ヴ
ァ
ル
の
死
に
よ
っ
て
最
大
の
実
力

者
と
な
っ
た
コ
ン
ラ
ー
ト
の
同
名
の
息
子
（〝
若
〞）
は
、
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
と

提
携
し
て
、
な
お
幼
少
の
国
王
を
排
他
的
に
影
響
下
に
置
く
こ
と
に
成
功
し

た
。
そ
し
て
、
四
年
後
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
早
世
後
、
キ
ン
グ
メ
ー
カ
ー
の
ハ

虜
に
立
て
さ
せ
た
う
え
で
、
ロ
ー
マ
に
送
還
し
た
。
元
老
院
の
了
承
を
と
り
つ

け
ら
れ
な
か
っ
た
九
人
は
、
約
束
通
り
陣
営
に
戻
っ
て
き
た
。
し
か
し
、「
一
〇

人
中
一
人
だ
け
が
、
陣
営
を
出
た
あ
と
少
し
し
て
忘
れ
物
を
し
た
と
装
っ
て
一

度
戻
っ
て
い
た
た
め
、
ロ
ー
マ
へ
と
ど
ま
っ
た
、
と
い
う
。
そ
の
者
は
、
陣
営

に
戻
っ
た
こ
と
で
自
分
が
誓
約
か
ら
解
放
さ
れ
た
、
と
説
明
を
つ
け
た
の
で
あ

る
」（
18
）。
故
郷
の
パ
ヴ
ィ
ー
ア
で
ト
リ
ウ
ィ
ウ
ム
（
文
法
、
修
辞
、
弁
証
）

を
修
め
た
リ
ウ
ト
プ
ラ
ン
ド
は
、
ロ
ー
マ
共
和
政
末
期
の
文
筆
家
の
諸
作
品
に

精
通
し
て
い
た（
19
）。
た
だ
し
、
利
用
作
品
中
に
『
義
務
に
つ
い
て
』
は
見
い

出
さ
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、「
創
作
さ
れ
た
民
衆
た
ち
の
風
聞
」
と
い
う
よ
り
は
、
む

し
ろ
事
件
以
降
半
世
紀
の
間
に
、
裏
切
り
と
偽
誓
に
よ
っ
て
欺
か
れ
た
初
代
国

王
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
叔
父
に
つ
い
て
、
今
や
勝
者
と
な
っ
た
オ
ッ
ト
ー
朝
の
宮
廷

周
辺
で
創
作
・
喧
伝
さ
れ
た
「
伝
説
」
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う（
20
）。

ハ
ッ
ト
ー
が
実
際
に
黒
幕
と
し
て
暗
躍
し
、
国
王
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
義
兄
の
ロ

ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
国
王
ツ
ヴ
ェ
ン
テ
ィ
ボ
ル
ト
（
在
位
八
九
五
│
九
〇
〇
年
）
を

失
脚
へ
と
追
い
込
ん
だ
過
去
が
あ
る
こ
と
は
、
か
の
レ
ー
ギ
ノ
が
示
唆
し
て
い

る（
21
）。
後
代
の
史
料
で
あ
る
が
、
ザ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
修
道
士
エ
ッ
ケ
ハ
ル

ト
四
世
（
一
〇
〇
〇
年
以
前
│
五
七
年
頃
）
の
『
聖
ガ
ル
ス
修
道
院
史
』

（
一
〇
三
五
〜
五
七
年
頃
成
立
）
も
、
彼
の
〝
陰
謀
癖
〞
と
老
獪
さ
に
つ
い

て
、
愉
快
な
ア
ネ
ク
ド
ー
ト
を
長
々
と
綴
っ
て
い
る（
22
）。
ヴ
ィ
ド
ゥ
キ
ン
ト

は
、
こ
う
し
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
ハ
ッ
ト
ー
像
を
核
と
し
て
宮
廷
周
辺
で
形
成
・

脚
色
さ
れ
た
物
語
に
、
リ
ウ
ト
プ
ラ
ン
ド
に
は
欠
け
る
キ
リ
ス
ト
教
的
モ
ラ
ル

の
省
察
を
加
え
つ
つ
、
新
た
に
書
き
留
め
た
の
で
あ
ろ
う
（
コ
ル
ヴ
ァ
イ
修
道

士
に
よ
る
キ
ケ
ロ
ー
、
あ
る
い
は
リ
ウ
ト
プ
ラ
ン
ド
の
利
用
は
確
認
さ
れ
な

い
）。
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ら
に
対
す
る
ザ
ク
セ
ン
人
の
表
情
が
い
つ
も
よ
り
暗
く
な
り
、
か
つ
正

面
切
っ
て
の
戦
闘
で
は
彼
ら
の
大
公
を
打
ち
負
か
す
こ
と
が
出
来
な
い

の
を
看
て
取
る
と

│
な
ぜ
な
ら
ば
、
大
公
に
は
勇
敢
な
戦
士
集
団
と

数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
多
数
の
軍
隊
が
備
わ
っ
て
い
た
か
ら

│
、
今
度

は
奸
計
を
巡
ら
し
て
彼
を
殺
害
せ
ん
と
企
て
た
の
で
あ
っ
た
。

続
く
二
二
章
の
前
段
の
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
の
捕
縛
・
処
刑
（
九
〇
六
年
）
の

物
語
は
、
そ
れ
と
一
部
パ
ラ
レ
ル
な
筋
立
て
を
有
す
る
第
二
の
「
奸
計
」
の
物

語
（
九
一
三
年
）
へ
の
橋
渡
し
、
前
奏
曲
と
し
て
機
能
し
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
。
次
に
引
く
二
二
章
の
後
段
は
、
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
に
則
す
る
な
ら
ば
二
一
章

に
直
接
接
続
す
る
。

同
じ
機
転
を
も
っ
て
司
教
は
、
最
高
の
御
慈
悲
に
よ
っ
て
我
々
だ
け

に
授
け
ら
れ
た
男
に
向
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
の
た
め
に
黄
金
の
首

飾
り
を
制
作
さ
せ
る
一
方
、
多
く
の
贈
り
物
に
よ
っ
て
敬
意
を
表
す
る

べ
く
、
彼
を
饗
宴
へ
と
招
待
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間
、
司
教
は
、
仕

事
ぶ
り
を
観
察
す
る
た
め
に
金
細
工
師
の
と
こ
ろ
に
足
を
運
ん
だ
が
、

首
飾
り
を
見
た
時
、
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
大
き
く
溜
息
を

吐
い
た
と
い
う
。
金
細
工
師
は
、
溜
息
の
理
由
に
つ
い
て
尋
ね
た
。
司

教
は
答
え
て
言
っ
た
。
こ
の
首
飾
り
は
、
自
ら
に
と
っ
て
親
愛
に
し
て

傑
出
し
た
男
、
つ
ま
り
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
血
に
よ
っ
て
濡
ら
さ
れ
ね
ば
な

ら
ぬ
の
だ
、
と
。
金
細
工
師
は
、
聞
い
た
言
葉
を
押
し
黙
っ
た
ま
ま
口

外
す
る
こ
と
な
く
、
作
品
を
引
き
渡
し
た
後
で
旅
の
た
め
の
暇い
と
ま

を
請

う
た
。
そ
れ
を
得
る
と
、
こ
の
時
ち
ょ
う
ど
贈
り
物
の
た
め
旅
路
に
就

い
て
い
た
大
公
を
途
中
で
出
迎
え
、
聞
い
た
言
葉
を
伝
え
た
。
大
公
は

ッ
ト
ー
の
後
押
し
を
得
て
、
コ
ン
ラ
ー
ト
一
世
と
し
て
後
継
王
位
を
襲
う
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
が
九
一
一
年
九
月
二
四
日
に

死
去
す
る
直
前
の
七
月
か
八
月
、
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
地
方
の
有
力
貴
族
は
離
反

し
、
西
フ
ラ
ン
ク
国
王
シ
ャ
ル
ル
三
世
（〝
単
純
〞、
在
位
八
九
三
／
九
八
│

九
二
三
年
）
に
鞍
替
え
し
て
い
た
。
コ
ン
ラ
ー
ト
家
が
同
地
方
に
多
大
な
権
益

を
有
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
新
王
権
は
、
こ
の
甚
大
な
喪
失
に
よ
っ
て
出
鼻

を
挫
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

翌
九
一
二
年
一
一
月
に
オ
ッ
ト
ー
が
死
去
す
る
と
、
息
子
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
が

リ
ウ
ド
ル
フ
ィ
ン
グ
家
の
惣
領
と
な
っ
た
。
こ
の
時
期
、
コ
ン
ラ
ー
ト
と
ハ
イ

ン
リ
ヒ
と
の
間
を
い
か
に
張
り
詰
め
た
緊
張
関
係
が
支
配
し
て
い
た
か
、
先
行

す
る
第
一
巻
二
一
章
か
ら
コ
ル
ヴ
ァ
イ
修
道
士
の
言
葉
を
引
く
。

さ
て
、
祖
国
の
父
に
し
て
偉
大
な
る
大
公
オ
ッ
ト
ー
が
亡
く
な
る

と
、
全
ザ
ク
セ
ン
に
及
ぶ
大
公
位
を
貴
顕
に
し
て
光
輝
あ
る
息
子
ハ
イ

ン
リ
ヒ
に
遺
し
た
。
…
…
国
王
コ
ン
ラ
ー
ト
は
、
新
大
公
の
勇
敢
さ
に

つ
い
て
何
度
も
聞
き
及
ん
で
い
た
の
で
、
亡
父
の
権
力
す
べ
て
を
息
子

に
譲
与
す
る
の
を
躊
躇
し
た
。
そ
の
た
め
、
国
王
は
、
全
ザ
ク
セ
ン
人

の
軍
隊
の
憤
激
を
惹
起
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘

わ
ら
ず
、
国
王
は
、
上
辺
で
は
偉
大
な
大
公
の
賞
賛
と
栄
光
の
た
め
に

多
く
の
言
葉
を
継
い
で
、
彼
に
よ
り
多
く
を
与
え
、
枢
要
な
地
位
を
も

っ
て
大
い
に
高
め
る
所
存
で
あ
る
と
約
束
し
た
。
ザ
ク
セ
ン
人
は
し
か

し
、
こ
の
種
の
見
せ
か
け
を
気
に
留
め
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
自
ら
の

大
公
に
対
し
て
助
言
し
た
。
も
し
、
国
王
が
自
発
的
に
父
の
地
位
を
も

っ
て
彼
に
栄
誉
を
授
け
る
意
志
が
な
い
の
な
ら
ば
、
彼
は
、
国
王
に
逆

ら
っ
て
で
も
望
み
の
も
の
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
、
と
。
国
王
は
、
自
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う（
24
）。
た
だ
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
金
細
工
師
が
大
公
を
途
中
で
出
迎
え
た

場
所
が
「
献
呈
本
」
で
は
「
カ
ッ
セ
ル
と
呼
ば
れ
る
地
の
近
く
で
」
と
補
筆
さ

れ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。

以
上
の
「
大
公
ハ
イ
ン
リ
ヒ
暗
殺
未
遂
事
件
」
を
一
読
し
て
最
初
に
疑
問
に

感
じ
る
の
は
、
ハ
ッ
ト
ー
の
暗
殺
計
画
に
お
い
て
「
黄
金
の
首
飾
り
」
に
帰
せ

ら
れ
た
役
割
で
あ
る
。
事
件
の
顛
末
も
、
に
わ
か
に
は
理
解
し
難
い
。
何
故
ハ

イ
ン
リ
ヒ
は
、
ハ
ッ
ト
ー
ら
の
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
所
領
を
占
拠
せ
ん
と
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
否
、
そ
も
そ
も
、
こ
の
物
語
は
、
歴
史
的
〝
事
実
〞
な
の

か
、
そ
れ
と
も
口
承
世
界
で
語
り
継
が
れ
た
〝
伝
説
〞
な
の
か
。

「
僧
服
を
纏
っ
た
吟
遊
詩
人
」（
25
）
の
信
憑
性
問
題
に
関
し
て
、
圧
倒
的
多
数

の
研
究
者
は
〝
伝
説
〞
の
側
に
与
す
る
。
し
か
し
、
か
の
ラ
ン
ケ
は
、『
世
界

史
』
に
お
い
て
既
に
次
の
よ
う
に
鋭
く
指
摘
し
て
い
た
。「
し
か
し
な
が
ら
、

事
実
は
そ
れ
と
し
て
受
け
入
れ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
念
頭
に
あ
る
の
は
、
か
の

宮
廷
へ
の
招
待
と
そ
れ
に
対
す
る
拒
絶
の
こ
と
で
あ
る
。
物
語
の
核
心
と
付
け

足
し
部
分
を
分
離
す
る
の
は
難
解
な
課
題
で
あ
る
が
、
だ
が
、
そ
れ
を
蔑
ろ
に

し
て
は
な
ら
な
い
の
だ
」（
26
）。
爾
来
こ
の
課
題
に
挑
ん
だ
の
は
唯
一
人
、
エ

ル
ト
マ
ン
の
み
で
あ
る
（
一
九
四
一
／
四
三
年
）。
以
下
、
彼
の
研
究
を
ベ
ー

ス
に
、
近
年
の
ハ
ー
ル
レ
ン
ダ
ー
の
再
論
（
二
〇
一
三
年
）、
お
よ
び
関
連
研

究
の
成
果
も
盛
り
込
み
つ
つ
、「
黄
金
の
首
飾
り
」
の
物
語
の
歴
史
的
背
景
を

再
構
成
し
て
い
く（
27
）。

も
っ
と
も
、
こ
の
物
語
は
、「
裏
切
ら
れ
た
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
」
の
物
語
と

は
異
な
り
、
ヴ
ィ
ド
ゥ
キ
ン
ト
し
か
伝
え
て
い
な
い
。
比
較
・
検
証
可
能
な
他

の
史
料
が
存
在
し
な
い
以
上
、
そ
の
真
偽
の
論
証
は
最
終
的
に
は
不
可
能
で
あ

る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

な
お
、
そ
の
前
に
解
決
し
て
お
き
た
い
問
題
が
あ
る
。
ハ
ッ
ト
ー
は
、
ど
の

大
い
に
立
腹
し
、
招
待
の
件
で
か
ね
て
よ
り
到
来
し
て
い
た
司
教
の
使

者
を
呼
び
出
す
と
言
い
放
っ
た
。「
行
け
、
そ
し
て
ハ
ッ
ト
ー
に
言
う

の
だ
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
、
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
よ
り
も
丈
夫
な
首
は
も
っ

て
い
な
い
し
、
我
々
の
多
数
の
従
者
に
よ
っ
て
彼
を
煩
わ
せ
る
よ
り

も
、
彼
に
い
か
に
奉
仕
す
べ
き
か
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
居
所
に
留
ま

っ
て
協
議
す
る
方
が
、
我
々
は
理
に
叶
っ
て
い
る
と
考
え
る
、
と
な
」。

そ
し
て
、
直
ち
に
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
、
全
ザ
ク
セ
ン
と
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ

ン
人
の
地
方
に
あ
る
、
か
の
者
の
所
領
す
べ
て
を
占
拠
し
た
。
ま
た
、

ブ
ル
ヒ
ャ
ル
ト
と
バ
ル
ド
ー
を
攻
撃
し

│
両
者
の
う
ち
一
人
は
国
王

の
義
兄
弟
で
あ
っ
た

│
、
数
度
に
及
ぶ
戦
闘
で
勝
利
を
収
め
た
。
そ

の
結
果
、
両
者
は
国
を
去
り
、
彼
は
、
二
人
の
全
所
領
を
戦
士
た
ち
に

分
け
与
え
た
。
自
ら
の
奸
計
が
潰
え
た
の
を
見
た
ハ
ッ
ト
ー
は
、
ひ
ど

い
苦
し
み
と
病
気
に
悩
ま
さ
れ
た
挙
げ
句
、
数
日
後
に
死
去
し
た
。
別

の
人
々
が
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
天
か
ら
落
ち
た
雷
に
打
た
れ
、
一

撃
に
よ
っ
て
麻
痺
し
、
三
日
後
に
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。

以
上
は
「
修
道
院
本
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
（「
完
結
本
」
も
挿
入
文
（
上

述
六
頁
）
以
外
は
同
一
テ
キ
ス
ト
）。
と
こ
ろ
が
、
コ
ル
ヴ
ァ
イ
修
道
士
は
、

「
献
呈
本
」
で
は
ハ
ッ
ト
ー
に
対
す
る
名
指
し
で
の
批
判
を
全
面
的
に
削
除

し
、
大
司
教
の
不
名
誉
と
な
る
所
業
に
つ
い
て
は
沈
黙
を
貫
こ
う
と
し
た
。
コ

ル
ヴ
ァ
イ
修
道
院
を
監
督
し
、
軋
轢
に
も
事
欠
か
な
い
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
（
第

二
巻
三
七
章
）
へ
の
配
慮
、
特
に
献
呈
時
の
大
司
教
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
（
在
位

九
五
四
│
六
八
年
、
第
三
巻
七
四
章
）
が
、
コ
ル
ヴ
ァ
イ
修
道
士
が
国
王
へ
の

執
り
成
し
を
切
望
す
る
被
献
呈
者
の
皇
女
マ
テ
ィ
ル
デ
（
第
一
巻
三
四
章
）
の

義
兄
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
慎
重
な
姿
勢
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
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の
饗
宴
の
場

│
恐
ら
く
は
マ
イ
ン
ツ

│
へ
と
誘
き
寄
せ
る
た
め
の
口
実
と

し
て
用
い
た
「
贈
り
物
（m

unera

）」
で
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
黄
金
の
首
飾

り
が
高
貴
な
身
分
の
戦
士
を
象
徴
す
る
装
飾
品
と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、

第
二
巻
一
一
章
に
お
け
る
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
息
子
の
タ
ン
ク
マ
ル
に
関
す
る
叙
述

か
ら
も
窺
え
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
物
語
に
お
い
て
首
飾
り
は
、
斬
首
に
よ
っ
て

血
塗
ら
れ
た
首
の
メ
タ
フ
ァ
ー
で
あ
る
と
同
時
に
、
大
公
の
顔
を
知
ら
な
い
配

下
の
刺
客
が
、
殺
害
相
手
を
特
定
す
る
た
め
の
目
印
と
し
て
の
機
能
も
担
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三　

 

リ
ウ
ド
ル
フ
ィ
ン
グ
家
、
コ
ン
ラ
ー
ト
家
、 

 

マ
イ
ン
ツ
大
司
教

そ
れ
で
は
、
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
（
お
よ
び
彼
と
提
携
し
た
コ
ン
ラ
ー
ト
家
）、

そ
し
て
ザ
ク
セ
ン
大
公
の
両
者
は
、
い
か
な
る
事
情
か
ら
敵
対
す
る
に
至
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
既
に
ヴ
ァ
イ
ツ
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
テ
ュ
ー
リ

ン
ゲ
ン
地
方
の
権
益
を
め
ぐ
る
長
年
の
確
執
で
あ
る（
30
）。
国
王
コ
ン
ラ
ー
ト

の
同
名
の
父
（〝
大
〞）
と
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
父
オ
ッ
ト
ー
（〝
貴
顕
〞）
の
時
代
ま

で
遡
っ
て
、
歴
史
的
経
緯
を
跡
づ
け
て
み
る
。

在
地
の
有
力
貴
族
を
欠
く
同
地
方
は
当
時
、
隣
接
す
る
東
フ
ラ
ン
ケ
ン
、
ヘ

ッ
セ
ン
、
そ
れ
に
ザ
ク
セ
ン
の
有
力
貴
族
及
び
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
が
権
力
拡
張

の
た
め
に
虎
視
眈
々
と
狙
い
を
定
め
る
草
刈
場
と
化
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

八
七
〇
年
代
後
半
以
来
バ
ー
ベ
ン
ベ
ル
ク
家
の
ポ
ッ
ポ
ー
（
＝
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル

ト
の
叔
父
）
が
、
ソ
ル
ブ
辺
境
の
軍
事
指
揮
官
と
し
て
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
頭

領
的
大
貴
族
の
地
位
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
八
九
二
年
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
父

の
国
王
ア
ル
ヌ
ル
フ
（
在
位
八
八
七
│
九
九
年
）
に
よ
っ
て
罷
免
さ
れ
失
脚
し

た
。
後
を
襲
っ
た
の
は
、
隣
接
す
る
ヘ
ッ
セ
ン
地
方
に
勢
力
を
張
る
コ
ン
ラ
ー

よ
う
に
し
て
ハ
イ
ン
リ
ヒ
を
亡
き
者
と
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
か
？　

大
方
の

研
究
者
の
共
通
認
識
と
し
て
、
黄
金
の
首
飾
り
に
つ
い
て
の
刊
本
の
編
者
ヒ
ル

シ
ュ
の
注
記
を
挙
げ
て
お
く

│
「
自
然
に
狭
ま
り
、
括く
く

ら
れ
た
者
を
徐
々
に

窒
息
さ
せ
る
力
を
有
す
る
、
そ
の
よ
う
に
民
衆
信
仰
が
見
な
し
て
い
た
鎖
の
一

つ
で
あ
ろ
う
」。
し
か
し
、
史
料
で
こ
う
し
た
民
衆
信
仰
と
覚
し
き
類
例
が
確

認
さ
れ
る
の
は
、
は
る
か
に
後
、
す
な
わ
ち
一
五
世
紀
後
半
以
降
の
こ
と
で
あ

っ
て
、
そ
れ
以
前
に
は
皆
無
で
あ
る（
28
）。

ま
た
、
こ
の
場
合
窒
息
に
よ
る
絞
殺
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は

「
こ
の
首
飾
り
は
…
…
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
血
に
よ
っ
て
濡
ら
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の

だ
」
と
い
う
斬
首
を
示
唆
す
る
ハ
ッ
ト
ー
の
言
と
明
ら
か
に
矛
盾
す
る
。
絞
首

刑
は
当
時
、
盗
人
や
放
火
犯
あ
る
い
は
異
教
徒
な
ど
に
科
せ
ら
れ
る
恥
ず
べ
き

〝
不
名
誉
刑
〞
で
あ
っ
た
。
ヴ
ィ
ド
ゥ
キ
ン
ト
も
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
処
刑
に

関
連
し
て
二
度
言
及
し
て
い
る

│
「
悪
し
き
野
獣
の
如
く
首
を
絞
め
ら
れ
て

殺
さ
れ
る
よ
り
も
」（
第
三
巻
四
六
章
）、「
そ
れ
に
相
応
し
い
恥
ず
べ
き
死
に

方
で
罰
せ
ら
れ
た
。
縛
り
首
に
よ
る
処
刑
で
あ
っ
た
」（
同
四
八
章
）。

「
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
、
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
よ
り
も
丈
夫
な
首
は
も
っ
て
い
な

い
」
と
い
う
言
も
、
絞
殺
と
は
結
び
付
か
な
い
。
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
は
、
貴
族

た
る
者
に
相
応
し
い
処
刑
法
、
す
な
わ
ち
斬
首
刑
に
処
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
、

自
分
が
そ
の
二
の
舞
と
な
る
の
は
御
免
で
あ
る
と
の
意
で
あ
る
。
実
際
、
リ
ウ

ト
プ
ラ
ン
ド
の
『
報
復
の
書
』
の
他
に
も
、『
ザ
ク
セ
ン
人
の
事
績
』
を
直
接

利
用
し
た
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
司
教
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
（
九
七
五
／
七
六
│

一
〇
一
八
年
）
の
『
年
代
記
』（
一
〇
一
二
〜
一
八
年
成
立
）、
あ
る
い
は
フ
ラ

イ
ジ
ン
グ
司
教
オ
ッ
ト
ー
の
『
年
代
記
』
で
は
、
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
の
「
斬

首
」
に
つ
い
て
明
言
さ
れ
て
い
る（
29
）。

要
す
る
に
、「
黄
金
の
首
飾
り
」
は
、
あ
く
ま
で
も
大
司
教
が
大
公
を
宮
廷
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ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
に
豊
か
な
所
領
を
有
す
る
貴
族
エ
ル
ヴ
ィ
ン
の
娘
で
あ
っ

た（
35
）。

オ
ッ
ト
ー
の
伯
職
と
し
て
確
認
さ
れ
る
ア
イ
ヒ
ス
フ
ェ
ル
ト
（
八
九
七
年
）

と
南
テ
ュ
ー
リ
ン
グ
ガ
ウ
（
八
七
七
年
）
も
、
や
は
り
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
位

置
す
る
。
加
え
て
、
彼
は
、
国
王
ア
ル
ヌ
ル
フ
の
後
押
し
を
得
て
、
八
九
七
年

頃
に
北
ヘ
ッ
セ
ン
地
方
の
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ル
ト
修
道
院
の
俗
人
修
道
院
長
位
を
も

獲
得
し
、
同
院
が
有
す
る
広
大
な
所
領
を
そ
の
用
益
に
供
し
て
い
た（
36
）。
同

院
は
、「
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
の
使
徒
」
ボ
ニ
フ
ァ
テ
ィ
ウ
ス
の
弟
子
で
、
第
二
代

マ
イ
ン
ツ
大
司
教
と
な
っ
た
ル
ル
（
在
位
七
五
四
│
八
六
年
）
に
よ
っ
て
私
有

修
道
院
と
し
て
建
立
さ
れ
た
。
七
七
五
年
に
カ
ー
ル
大
帝
の
保
護
下
に
置
か
れ

る
こ
と
で
帝
国
修
道
院
に
な
り
、
歴
代
フ
ラ
ン
ク
国
王
、
有
力
貴
族
か
ら
ヘ
ッ

セ
ン
・
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
地
方
の
多
大
な
寄
進
を
得
た
。
九
世
紀
初
頭
に
作
成

さ
れ
た
目
録
に
よ
れ
ば
、
同
院
の
修
道
士
は
一
五
〇
名
を
数
え
た（
37
）。
各
地

に
分
散
す
る
総
計
約
一
万
八
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
所
領
で
は
、
五
〇
〇
〇
名
以
上

の
農
民
・
隷
属
民
が
生
活
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
所
領
全
体
の
実
に

四
分
の
三
以
上
が
集
中
し
て
い
た
の
が
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
で
あ
る（
38
）。
こ
れ

ら
の
人
と
土
地
の
相
当
部
分
は
、
俗
人
院
長
個
人
の
直
接
支
配
に
服
し
て
お

り
、
そ
の
重
要
な
権
力
基
盤
を
構
成
し
て
い
た
の
で
あ
る（
39
）。

ブ
ル
ヒ
ャ
ル
ト
戦
死
か
ら
二
ヶ
月
後
の
九
〇
八
年
一
〇
月
五
日
、
一
五
歳
の

国
王
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ

│
事
実
上
は
幼
王
の
後
見
役
の
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
と
次

代
の
国
王
コ
ン
ラ
ー
ト
（〝
若
〞）

│
は
ト
リ
ブ
ー
ル
に
お
い
て
、「
尊
ぶ
べ

き
院
長
オ
ッ
ト
ー
」
の
誓
願
と
「
傑
出
し
た
大
司
教
に
し
て
余
の
霊
的
父
た
る

ハ
ッ
ト
ー
の
執
り
成
し
」
に
基
づ
き
、「
ヘ
ッ
セ
ン
ガ
ウ
の
コ
ン
ラ
ー
ト
の
伯

領
に
位
置
す
る
」
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ル
ト
修
道
院
に
対
し
、
イ
ン
ム
ニ
テ
ー
ト
、
院

長
の
自
由
選
挙
、所
領
の
自
由
な
処
分
権
を
認
め
る
証
書
を
発
給
し
た
（D

LdK
 

ト
で
あ
る
。
同
年
に
は
、
弟
ル
ー
ド
ル
フ
も
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
司
教
に
擁
立
さ

れ
て
い
る
。
コ
ン
ラ
ー
ト
は
、
程
な
く
し
て
そ
の
地
位
を
譲
っ
た
が
（
八
九
五

年
以
前
）、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
お
け
る
影
響
力
は
引
き
続
き
保
持
さ
れ
た
。

後
継
の
辺
境
伯
位
を
得
た
ブ
ル
ヒ
ャ
ル
ト
は
、
コ
ン
ラ
ー
ト
家
と
提
携
す
る
テ

ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
在
地
貴
族
で
、
ヴ
ィ
ド
ゥ
キ
ン
ト
の
伝
え
る
ブ
ル
ヒ
ャ
ル

ト
・
バ
ル
ド
ー
兄
弟
の
父
と
推
定
さ
れ
る（
31
）。

九
〇
八
年
八
月
三
日
、
そ
の
ブ
ル
ヒ
ャ
ル
ト
は
、
ザ
ク
セ
ン
に
侵
入
し
た
ハ

ン
ガ
リ
ー
人
と
の
戦
闘
で
殺
害
さ
れ
た
。
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
司
教
ル
ー
ド
ル

フ
、
そ
し
て
二
年
前
に
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
を
裏
切
っ
た
伯
エ
ギ
ノ
も
同
じ
運
命

を
辿
っ
た
。
こ
の
事
件
を
機
に
生
じ
た
権
力
の
空
隙
に
つ
け
入
る
べ
く
最
初
に

動
き
を
見
せ
た
の
が
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
国
王
登
位
、
そ
し
て
「
バ
ー
ベ
ン
ベ

ル
ク
・
フ
ェ
ー
デ
」
以
降
、
政
権
の
中
枢
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
い
た
リ
ウ
ド
ル

フ
ィ
ン
グ
家
の
オ
ッ
ト
ー
で
あ
る
。

ヴ
ィ
ド
ゥ
キ
ン
ト
は
、
先
行
す
る
一
六
章
で
オ
ッ
ト
ー
の
兄
の
ブ
ル
ー
ノ
が

「
全
ザ
ク
セ
ン
に
及
ぶ
大
公
権
（ducatus totius Saxoniae
）
を
有
し
」
て
お

り
、
そ
の
地
位
は
、
彼
が
八
八
〇
年
に
デ
ー
ン
人
に
対
す
る
戦
闘
を
前
に
事
故

死
し
た
後
、
弟
に
よ
っ
て
世
襲
さ
れ
た
、
と
述
べ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は

後
代
の
視
点
か
ら
誇
張
さ
れ
た
遡
及
的
な
正
当
化
で
あ
っ
て
、
王
権
に
よ
っ
て

認
知
さ
れ
た
「
大
公
」
の
官
職
は
当
時
ま
だ
存
在
し
な
か
っ
た（
32
）。
リ
ウ
ド

ル
フ
ィ
ン
グ
家
の
家
領
は
、
東
ザ
ク
セ
ン
と
北
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
限
定
さ
れ

て
お
り
、
伯
職
は
意
外
な
こ
と
に
ザ
ク
セ
ン
に
は
見
い
出
さ
れ
な
い（
33
）。
そ

れ
故
、
同
家
の
出
自
を
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
求
め
る
仮
説
も
提
起
さ
れ
て
い
る

程
で
あ
る（
34
）。
な
お
、
オ
ッ
ト
ー
の
息
子
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
、
九
〇
六
／

〇
八
年
頃
に
最
初
の
妻
を
迎
え
た
。
ヴ
ィ
ド
ゥ
キ
ン
ト
は
そ
の
名
を
明
記
し
て

い
な
い
が
（
第
二
巻
九
、一
一
章
）、
ハ
テ
ブ
ル
ク
は
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
メ
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る
。
対
象
時
期
は
、
物
語
が
展
開
さ
れ
る
オ
ッ
ト
ー
の
死
去
（
九
一
二
年
一
一

月
三
〇
日
）
か
ら
、
ハ
ッ
ト
ー
の
死
去
（
九
一
三
年
五
月
一
五
日
）
ま
で
の
半

年
間
と
な
る
。

九
一
二
年
一
一
月
二
八
日
、
国
王
は
、
ラ
ー
ン
河
畔
の
ヴ
ァ
イ
ル
ブ
ル
ク
に

お
い
て
、
同
地
の
聖
ヴ
ァ
ル
プ
ル
ギ
ス
律
院
に
所
領
を
寄
進
し
た
（D

K
oI 

13

）。
ヴ
ェ
ッ
テ
ラ
ウ
地
方
は
、
コ
ン
ラ
ー
ト
家
の
家
領
が
集
中
す
る
権
力
基

盤
の
一
つ
で
あ
り
、
同
院
に
は
六
年
前
に
戦
死
し
た
父
の
亡
骸
が
埋
葬
さ
れ
て

い
る
。
二
日
後
の
オ
ッ
ト
ー
死
去
の
報
は
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
国
王
の
元
に

届
い
た
で
あ
ろ
う
。
年
末
の
降
誕
祭
を
ど
こ
で
祝
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

そ
の
後
国
王
宮
廷
は
大
き
く
北
上
し
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
お
膝
元
で
あ
る
ザ
ク

セ
ン
の
地
へ
と
足
を
踏
み
入
れ
た
。
九
一
三
年
二
月
二
日
の
聖
母
マ
リ
ア
の
お

浄
め
の
祝
日
を
祝
し
た
の
は
、
コ
ル
ヴ
ァ
イ
修
道
院
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
翌

三
日
に
は
同
院
宛
証
書
を
発
給
し
て
い
る
（D

K
oI 14

）。
同
院
へ
の
国
王
訪

問
は
、
八
八
九
年
に
二
代
前
の
国
王
ア
ル
ヌ
ル
フ
が
到
来
し
て
以
来
、
実
に

二
四
年
振
り
の
出
来
事
で
あ
っ
た（
42
）。
ヴ
ィ
ド
ゥ
キ
ン
ト
は
、
第
三
巻
二
章

で
院
長
バ
ー
ヴ
ォ
（
在
位
九
〇
〇
│
一
六
年
）
が
、「
国
王
コ
ン
ラ
ー
ト
の
御

前
で
、
ギ
リ
シ
ア
語
の
書
簡
を
読
み
上
げ
た
」
こ
と
を
伝
え
て
い
る
が
、
そ
れ

は
こ
の
訪
問
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
二
一
章
が
伝
え
る
コ

ン
ラ
ー
ト
と
ハ
イ
ン
リ
ヒ
間
の
交
渉
と
そ
の
頓
挫
、
そ
し
て
国
王
に
よ
る
暗
殺

計
画
の
展
開
（
上
述
八
頁
）
も
ま
た
、
こ
の
時
期
の
出
来
事
に
属
す
る
。

そ
の
後
、
国
王
宮
廷
は
向
き
を
南
に
転
じ
、
ヘ
ッ
セ
ン
地
方
に
入
っ
た
。
二

週
間
後
の
二
月
一
八
日
、
コ
ン
ラ
ー
ト
は
、
今
や
院
長
空
位
と
な
っ
た
ヘ
ル
ス

フ
ェ
ル
ト
修
道
院
に
対
し
て
証
書
（D

K
oI 15

）
を
発
給
し
た
。
そ
の
内
容
か

ら
は
、
こ
の
間
に
ハ
イ
ン
リ
ヒ
と
の
交
渉
が
決
裂
に
終
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
窺

え
る
。
同
院
は
、
五
年
前
の
「
尊
ぶ
べ
き
大
公
オ
ッ
ト
ー
」
の
院
長
時
代
に
、

63

）。
規
定
の
中
で
特
記
さ
れ
る
べ
き
は
、
院
長
の
自
由
選
挙
が
認
め
ら
れ
る

場
合
と
し
て
、
オ
ッ
ト
ー
の
死
後
の
み
な
ら
ず
生
前
の
退
位
の
可
能
性
に
言
及

し
た
う
え
で
、
俗
人
・
外
部
の
聖
職
者
に
加
え
て
「
こ
の
オ
ッ
ト
ー
の
家
系
に

属
す
る
い
か
な
る
者
も
」
今
後
院
長
位
に
就
く
こ
と
を
禁
じ
た
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
ま
っ
た
く
異
例
と
も
言
う
べ
き
リ
ウ
ド
ル
フ
ィ
ン
グ
家
側
か
ら
の
院
長
職

の
完
全
放
棄
の
裏
に
は
、
当
然
な
が
ら
そ
の
見
返
り
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
ブ
ル
ヒ
ャ
ル
ト
が
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
有
し
て
い
た
諸
権
限
、
あ
る

い
は
同
院
が
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
有
す
る
多
大
な
所
領
を
、
オ
ッ
ト
ー
の
院
長

の
退
位
後
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
死
後
に
息
子
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
に
譲
渡
す
る

と
い
う
内
々
の
約
束
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（
40
）。

翌
九
〇
九
年
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
ハ
テ
ブ
ル
ク
と
離
縁
し
て
、
マ
テ
ィ
ル
デ
を

新
た
な
妻
に
迎
え
た
。
彼
女
は
、
か
つ
て
ザ
ク
セ
ン
戦
役
で
カ
ー
ル
大
帝
に
頑

強
に
抵
抗
し
た
ザ
ク
セ
ン
人
貴
族
ヴ
ィ
ド
ゥ
キ
ン
ト
の
後
裔
、
イ
メ
デ
ィ
ン
グ

家
の
出
で
あ
っ
た
。
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
地
方
の
名
家
と
の
結
び
付
き
を
深

め
た
の
は
、
父
オ
ッ
ト
ー
の
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ル
ト
修
道
院
長
位
の
喪
失
に
伴
う
損

失
を
少
し
で
も
穴
埋
め
す
る
た
め
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い（
41
）。

三
年
後
の
九
一
二
年
一
一
月
三
〇
日
、
そ
の
オ
ッ
ト
ー
が
つ
い
に
死
去
し

た
。
後
に
〝
大
帝
〞
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
同
名
の
孫
が
生
ま
れ
て
八
日
後

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
後
継
者
と
な
っ
た
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
、
父
が
既
に
有
し
て
い

た
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
伯
職
・
封
の
世
襲
の
承
認
と
並
ん
で
、
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ル

ト
修
道
院
長
位
放
棄
の
見
返
り
で
あ
る
諸
々
の
権
限
・
所
領
の
譲
渡
に
関
す
る

か
つ
て
の
約
束
の
履
行
を
、
一
年
前
に
国
王
に
就
位
し
て
い
た
コ
ン
ラ
ー
ト
に

要
求
し
た
で
あ
ろ
う
。

以
下
、
コ
ン
ラ
ー
ト
の
巡
幸
路
を
、
国
王
証
書
に
即
し
て
再
構
成
し
な
が

ら
、
ヴ
ィ
ド
ゥ
キ
ン
ト
第
一
巻
二
一
、二
二
章
の
叙
述
と
の
異
同
を
探
っ
て
み
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以
上
の
一
連
の
情
報
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、
コ
ル
ヴ
ァ
イ
か
ら
南
下
し
て
き

た
国
王
コ
ン
ラ
ー
ト
、
大
司
教
の
招
待
を
受
け
て
マ
イ
ン
ツ
へ
と
向
か
う
ハ
イ

ン
リ
ヒ
、
そ
の
彼
に
身
の
危
険
を
通
報
す
べ
く
旅
に
出
た
金
細
工
師

│
大
司

教
配
下
の
親
ハ
イ
ン
リ
ヒ
派
の
家
来
（
？
）

│
、
三
者
の
経
路
は
奇
し
く
も

カ
ッ
セ
ル
で
交
錯
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。「
カ
ッ
セ
ル
へ
の
言
及
と
、
同
地

か
ら
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
へ
と
転
じ
た
こ
と
の
一
致
は
、
大
い
に
目
を
惹
く
も
の

で
あ
る
。
例
外
的
な
偶
然
を
想
定
し
な
い
限
り
、
ヴ
ィ
ド
ゥ
キ
ン
ト
は
、
こ
の

点
で
も
信
頼
に
値
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
ね
ば
な
る
ま
い
」

（
エ
ル
ト
マ
ン
）（
45
）。

コ
ン
ラ
ー
ト
と
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
直
接
会
見
が
、
コ
ル
ヴ
ァ
イ
、
カ
ッ
セ
ル
の

い
ず
れ
で
行
わ
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
二
度
に
及
ん
だ
の
か
、
そ
れ
は
定
か
で

は
な
い（
46
）。
ハ
ッ
ト
ー
が
国
王
と
行
動
を
共
に
し
て
い
た
の
か
否
か
も
、
想

像
の
域
を
出
な
い
。
確
か
な
の
は
、
先
に
引
用
し
た
ヴ
ィ
ド
ゥ
キ
ン
ト
の
二
一

章
の
一
節
、「
国
王
コ
ン
ラ
ー
ト
は
、
新
大
公
の
勇
敢
さ
に
つ
い
て
何
度
も
聞

き
及
ん
で
い
た
の
で
、
亡
父
の
権
力
す
べ
て
を
息
子
に
譲
与
す
る
の
を
躊
躇
し

た
」
が
、
こ
の
間
の
交
渉
を
指
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
報
復

を
恐
れ
た
コ
ン
ラ
ー
ト
が
陰
謀
を
企
て
た
の
は
、（
仮
に
そ
れ
が
〝
事
実
〞
で

あ
る
な
ら
ば
）
遅
く
と
も
カ
ッ
セ
ル
で
の
会
見
前
後
の
時
期
と
な
る
。

次
に
コ
ン
ラ
ー
ト
の
姿
が
確
認
さ
れ
る
の
は
三
月
一
二
日
、
場
所
は
、
ロ
ー

ト
リ
ン
ゲ
ン
奪
還
遠
征
の
た
め
に
滞
在
し
た
エ
ル
ザ
ス
の
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル

ク
で
あ
る
。
ハ
ッ
ト
ー
も
行
動
を
共
に
し
て
い
る
。
彼
は
、
同
地
で
発
給
さ
れ

た
証
書
（D

K
oI 17

）
の
中
で
、
一
三
名
の
執
り
成
し
人
の
先
頭
に
名
を
連
ね

て
い
る
。
亡
く
な
る
の
は
、
各
種
の
「
死ネ

ク

ロ

ロ

ー

グ

者
祈
念
の
書
」
に
よ
れ
ば
、
二
ヶ
月

後
の
五
月
一
五
日
で
あ
る
。「
修
道
院
本
」
が
伝
え
る
悶
絶
死
な
い
し
突
然
死

の
真
偽
の
程
は
不
明
で
あ
る（
47
）。

「
気
高
き
大
司
教
ハ
ッ
ト
ー
と
当
時
は
大
公
で
あ
っ
た
余
」
の
執
り
成
し
に
基

づ
き
認
め
ら
れ
た
院
長
の
自
由
選
挙
権
他
を
あ
ら
た
め
て
安
堵
さ
れ
た（
43
）。

一
方
、
故
院
長
の
息
子
の
同
意
と
そ
の
処
遇
に
つ
い
て
は
、
一
言
も
触
れ
ら
れ
て

い
な
い
。
証
書
の
発
給
地
は
、
王
宮
所
在
地
の
カ
ッ
セ
ル
で
あ
る
（
！
）（
44
）。

「
献
呈
本
」
は
、
饗
宴
に
向
か
う
途
次
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
が
金
細
工
師
と
遭
遇
し

急
遽
東
に
向
か
っ
た
場
所
を
、「
カ
ッ
セ
ル
と
呼
ば
れ
る
地
の
近
く
で
」
と
明

記
し
て
い
た
こ
と
を
想
起
さ
れ
た
い
。

（13）

ザクセン

コンラートの巡幸路
（直線コース）

ロートリンゲン

ライン川

モーゼル川
ネッカー川

マイン川

12.3.913

3.2.913

18.2.913

28.11.912

コルヴァイ

フリッツラー カッセル

グローネ

ヘルスフェルト

マインツ

ヴァイルブルグ

シュトラースブルク

エレスブルク

大司教座

司教座

修道院

ヘッセン

フランケン

コンラート1世の巡幸路：912年末～913年春
（Baumgärtner, Kassel 913（注44）, S.13 を基に作成）
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国
王
と
大
司
教
の
奸
計
を
察
知
し
た
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
、
カ
ッ
セ
ル
か
ら
急
ぎ

東
に
向
き
を
転
じ
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
軍
を
進
め
た（
52
）。
ブ
ル
ヒ
ャ
ル

ト
・
バ
ル
ド
ー
兄
弟
と
の
戦
い
の
理
由
は
、
謎
で
あ
る
。
た
だ
、
以
上
の
経
過

か
ら
推
し
量
る
な
ら
ば
、
コ
ン
ラ
ー
ト
が
ハ
イ
ン
リ
ヒ
に
譲
渡
を
拒
ん
だ
何
ら

か
の
権
限

│
例
え
ば
兄
弟
の
亡
父
の
辺
境
伯
ブ
ル
ヒ
ャ
ル
ト
が
か
っ
て
有
し

て
い
た
も
の
の
、
そ
の
死
後
に
オ
ッ
ト
ー
が
獲
得
し
た
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
伯

職
・
封

│
を
授
与
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
国
王
の
義
兄

弟
」
と
い
う
付
記
は
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
に
よ
る
報
復
攻
撃
の
（
や
や
見
え
透
い

た
）
正
当
化
と
い
う
印
象
を
読
者
に
与
え
る
。
両
名
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、

コ
ン
ラ
ー
ト
家
と
の
血
縁
関
係
を
裏
付
け
る
史
料
は
存
在
し
な
い
。

マ
イ
ン
ツ
大
司
教
の
所
領
の
占
拠
も
同
じ
文
脈
に
属
す
る
。
そ
れ
は
ハ
イ
ン

リ
ヒ
に
と
っ
て
、
同
大
司
教
及
び
そ
れ
と
密
接
に
連
携
し
た
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ル
ト

修
道
院
が
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
有
す
る
教
会
所
領
に
対
し
て
、
自
ら
の
支
配
権

主
張
を
堅
持
す
る
た
め
の
担
保
を
差
し
押
さ
え
る
示
威
的
な
実
力
行
使
に
他
な

ら
な
か
っ
た（
53
）。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
た
め
に
は
世
俗
貴
族
間
の
単
な
る

私
闘
を
超
え
た
、
そ
れ
相
応
の
〝
根
拠
〞
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
認

識
は
、
ラ
ン
ケ
が
述
べ
た
「
難
解
な
課
題
」
の
最
た
る
問
題
、
す
な
わ
ち
ヴ
ィ

ド
ゥ
キ
ン
ト
が
伝
え
る
通
り
、
は
た
し
て
大
司
教
は
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
命
を
奪
う

こ
と
ま
で
本
当
に
企
図
し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
難
問
へ
と
通
じ
て
い
く
。

既
に
一
言
し
た
よ
う
に
、
そ
の
是
非
は
、
比
較
・
検
証
可
能
な
他
の
史
料
が

存
在
し
な
い
以
上
、
論
証
不
可
能
で
あ
る
。
エ
ル
ト
マ
ン
は
、
ハ
ッ
ト
ー
に
よ

る
暗
殺
計
画
の
実
在
性
に
対
し
て
は
慎
重
な
姿
勢
を
崩
さ
な
い
。
た
だ
し
、
彼

が
そ
う
し
た
疑
念

0

0

を
喚
起
す
る
類
の
性
格
の
人
物
と
見
な
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ

う
こ
と
は
否
定
し
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
疑
念
を
原
点
と
し
て
、『
ザ
ク
セ
ン

人
の
事
績
』
の
執
筆
に
至
る
半
世
紀
間
に
種
々
の
伝
説
的
要
素
が
付
加
さ
れ

以
上
が
「
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
ハ
ッ
ト
ー
の
奸
計
」
の
物
語
に
つ
い
て
、
史
料

的
に
論
証
可
能
な
歴
史
的
背
景
で
あ
る
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
が
金
細
工
師
の
機
転
に

よ
り
一
命
を
取
り
留
め
た
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
は
、「
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に

よ
れ
ば
（fertur

）」
と
い
う
文
言
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
事
件
後
半
世
紀
の
間

に
民
衆
の
口
承
世
界
で
付
加
さ
れ
た
創
作
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
重
視
す
べ
き

は
、
ヴ
ィ
ド
ゥ
キ
ン
ト
が
伝
え
る
そ
れ
以
外
の
歴
史
的
状
況

│
ラ
ン
ケ
の
言

う
「
物
語
の
核
心
」

│
が
、
再
構
成
さ
れ
た
国
王
巡
幸
路
、
そ
し
て
証
書
の

内
容
と
見
事
な
ま
で
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る（
48
）。

＊

こ
の
物
語
が
前
段
と
異
な
る
の
は
、
ハ
ッ
ト
ー
が
紛
争
調
停
の
「
仲
介
者
」

と
し
て
機
能
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
加
え
て
、
何
故
マ
イ
ン
ツ
大
司
教

は
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
を
「
饗
宴
（convivium
）
へ
と
招
待
し
」、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の

側
も
ま
た
、
こ
の
怪
し
げ
な
誘
い
を
素
直
に
受
け
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ア

ル
ト
ホ
フ
に
よ
れ
ば
、
数
日
間
に
亘
る
饗
宴
は
、
対
立
す
る
党
派
間
の
敵
対
関

係
が
解
消
さ
れ
、「
友
好
関
係
（am

icitia

）」
が
最
終
的
に
締
結
さ
れ
た
こ
と

を
公
に
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
「
場
」
と
し
て
機
能
し
て
い
た（
49
）。

「
不
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
、
す
な
わ
ち
不
仲
の
関
係
に
あ
る
時
のconvivium

へ
の
招
待
は
、
不
審
感
の
み
な
ら
ず
、
招
待
の
裏
に
悪
意
、
ひ
い
て
は
卑
劣
な

意
図
が
潜
ん
で
い
る
か
も
し
れ
ぬ
と
の
憶
測
を
も
惹
起
し
た
」（
50
）
は
ず
で
あ

る
。「
多
く
の
贈
り
物
に
よ
っ
て
敬
意
を
表
す
る
」
以
外
の
、
ヴ
ィ
ド
ゥ
キ
ン

ト
が
伝
え
て
い
な
い
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
の
側
か
ら
の
〝
口
実
〞

│
例
え
ば
、

国
王
に
敵
対
す
る
謀
議
・
同
盟
の
提
案（
51
）

│
が
伏
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
あ
る
い
は
、
饗
宴
の
舞
台
設
定
自
体
、
前
段
に
お
け
る
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル

ト
に
よ
る
食
事
提
供
と
の
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
を
構
築
す
る
た
め
の
シ
ナ
リ
オ
上

の
創
作
に
す
ぎ
な
い
の
か
。
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集
』
の
中
で
、
も
う
一
カ
所
、
第
二
四
一
話
「
ビ
ン
ゲ
ン
の
鼠
塔
」
に
も
登
場

す
る（
59
）。
飢
饉
に
苦
し
む
貧
民
を
冷
酷
・
無
慈
悲
に
納
屋
に
閉
じ
込
め
焼
殺

し
、
最
後
は
ビ
ン
ゲ
ン
近
郊
の
ラ
イ
ン
河
の
島
に
建
て
た
塔
の
中
で
生
き
た
ま

ま
鼠
の
大
群
に
食
い
殺
さ
れ
る
〝
ハ
ッ
ト
ー
〞
で
あ
る
。
モ
デ
ル
は
、
一
五
世

紀
末
以
降
、
同
名
の
二
世
（
在
位
九
六
八
│
七
〇
年
）
に
帰
せ
ら
れ
て
き
た

が
、
一
世
の
ネ
ガ
テ
イ
ヴ
な
イ
メ
ー
ジ
が
影
を
落
と
し
て
い
る
の
は
確
か
で
あ

る
。
伝
説
の
起
点
に
位
置
す
る
の
は
エ
ア
フ
ル
ト
の
『
小
年
代
記
』
で
あ
る
。

奇
譚
に
富
む
こ
の
年
代
記
は
、「
女
教
皇
ヨ
ハ
ン
ナ
伝
説
」
を
伝
え
る
最
初
期

の
史
料
の
一
つ
と
し
て
も
歴
史
に
名
を
残
し
て
い
る（
60
）。

お
わ
り
に

不
可
思
議
な
伝
説
の
世
界
か
ら
抜
け
出
し
、
再
び
現
実
の
歴
史
世
界
へ
と
戻

ろ
う
。

ザ
ク
セ
ン
大
公
が
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
あ
る
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
の
所
領
を
占

拠
し
、
国
王
の
〝
義
兄
弟
〞
で
あ
る
ラ
イ
ヴ
ァ
ル
を
同
地
方
か
ら
追
放
し
た
こ

と
は
、
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
国
王
コ
ン
ラ
ー
ト
と
の
公
然
た
る
武
力
衝
突
へ
と

発
展
し
た
。
時
期
は
定
か
で
は
な
い
が
、
コ
ン
ラ
ー
ト
は
、
こ
の
頃
テ
ュ
ー
リ

ン
ゲ
ン
の
辺
境
伯
位
を
弟
の
エ
ー
ベ
ル
ハ
ル
ト
に
授
与
し
た
と
推
定
さ
れ

る（
61
）。
二
年
後
の
九
一
五
年
、「
そ
こ
で
国
王
コ
ン
ラ
ー
ト
は
、
弟
に
軍
隊

を
率
い
さ
せ
、
ザ
ク
セ
ン
を
荒
廃
さ
せ
る
べ
く
派
遣
し
た
」（
二
三
章
）。
し
か

し
、
エ
ー
ベ
ル
ハ
ル
ト
は
、
エ
レ
ス
ブ
ル
ク
の
戦
闘
で
壊
滅
的
敗
北
を
喫
し
退

却
し
た
。
な
お
、
叙
述
中
で
ヴ
ィ
ド
ゥ
キ
ン
ト
が
民
衆
世
界
に
お
け
る
口
承
の

語
り
手
の
存
在
に
触
れ
て
い
る
こ
と
は
、
彼
の
情
報
源
の
一
端
を
知
る
う
え
で

大
い
に
興
味
深
い
。「
ザ
ク
セ
ン
人
は
、
戦
闘
開
始
後
に
凄
ま
じ
い
殺
戮
に
よ

た
、
と
推
定
す
る（
54
）。
ア
ル
ト
ホ
フ
は
、
二
つ
の
物
語
が
「
民
衆
に
よ
る
創

作
」
な
ど
で
は
な
く
、
当
時
の
政
治
状
況
と
様
々
な
情
報
に
通
じ

│
例
え
ば

〝
カ
ッ
セ
ル
〞
へ
の
具
体
的
言
及

│
、
か
つ
相
応
の
判
断
・
影
響
力
を
有
す

る
宮
廷
筋
の
高
位
の
人
々
の
間
で
成
立
し
た
と
考
え
る（
55
）。
両
者
の
見
解
は

必
ず
し
も
排
除
し
合
う
も
の
で
は
な
い
。

確
言
で
き
る
の
は
、
こ
の
物
語
を
伝
え
る
『
ザ
ク
セ
ン
人
の
事
績
』
の
著
者

の
執
筆
意
図
、
そ
し
て
読
者
が
読
み
取
っ
た
で
あ
ろ
う
教
訓
で
あ
る
。
ア
ル
プ

ス
以
北
に
お
け
る
「
最
高
位
の
聖
職
者
」
に
よ
る
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
大
公
暗

殺
計
画
が
暴
露
さ
れ
た
こ
と
は
、
軍
事
力
に
訴
え
て
教
会
所
領
を
敢
え
て
占
拠

す
る
、
そ
の
〝
正
当
性
〞
を
ハ
イ
ン
リ
ヒ
に
与
え
る
に
十
分
で
あ
っ
た
、
と

│
。

後
世
の
ハ
ッ
ト
ー
像
は
、
お
よ
そ
聖
職
者
と
し
て
は
考
え
ら
れ
る
限
り
最
も

悪
し
き
部
類
に
属
す
る（
56
）。
コ
ル
ヴ
ァ
イ
修
道
士
か
ら
三
世
紀
後
の

一
二
六
一
〜
六
五
年
頃
に
、
エ
ア
フ
ル
ト
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
士
が
著
し
た

『
小
年
代
記
』
に
よ
れ
ば
、
大
司
教
は
「
悪
魔
に
よ
っ
て
シ
チ
ー
リ
ア
島
の
エ

ト
ナ
山
の
火
口
に
生
き
た
ま
ま
突
き
落
と
さ
れ
た
。
そ
の
時
、
あ
る
声
が
空
に

響
き
渡
っ
た
。「
か
く
し
て
、
汝
は
罪
を
贖
う
の
だ
。
汝
は
堕
ち
て
破
滅
し
て

ゆ
く
の
だ
」。
な
ぜ
な
ら
ば
、
彼
は
、
バ
ー
ベ
ン
ベ
ル
ク
伯
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト

に
策
を
弄
し
、
処
刑
さ
せ
る
べ
く
国
王
に
引
き
渡
し
た
か
ら
で
あ
る
」（
57
）。

燃
え
さ
か
る
火
口
へ
の
転
落
は
、
す
な
わ
ち
地
獄
堕
ち
を
含
意
す
る
。
教
皇
グ

レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
世
（〝
大
教
皇
〞、
在
位
五
九
〇
│
六
〇
四
年
）
が
『
対
話
篇
』

に
お
い
て
、
ア
リ
ウ
ス
派
の
東
ゴ
ー
ト
国
王
テ
オ
ド
リ
ッ
ク
の
最
期
に
つ
い
て

述
べ
た
の
が
最
初
で
あ
る
。
火
山
の
所
在
を
リ
パ
リ
島
か
ら
シ
チ
ー
リ
ア
島
へ

と
変
更
し
た
の
は
、
フ
ラ
イ
ジ
ン
グ
司
教
オ
ッ
ト
ー
で
あ
る（
58
）。

マ
イ
ン
ツ
大
司
教
〝
ハ
ッ
ト
ー
〞
の
名
は
、
グ
リ
ム
兄
弟
『
ド
イ
ツ
伝
説
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ら
か
の
和
約
が
結
ば
れ
た
と
推
定
し
て
い
る（
63
）。
国
王
が
妥
協
を
受
け
入
れ

た
の
は
、
前
年
の
九
一
四
年
に
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
で
起
き
た
頭
領
的
大
貴
族
エ

ル
カ
ン
ガ
ー
の
叛
乱
鎮
圧
に
全
力
を
注
ぐ
た
め
、
背
後
の
ザ
ク
セ
ン
の
不
安
を

取
り
除
く
こ
と
を
望
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
後
の
三
年
間
、
コ
ン
ラ
ー
ト
は
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
に
加
え
て
バ
イ
エ

ル
ン
で
の
叛
乱
の
鎮
圧
に
も
悩
ま
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
な
る（
64
）。
反
国
王
派

を
率
い
た
の
は
、
前
述
ル
イ
ト
ポ
ル
ト
の
息
子
で
、
エ
ル
カ
ン
ガ
ー
の
甥
の
ア

ル
ヌ
ル
フ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
コ
ン
ラ
ー
ト
が
バ
イ
エ
ル
ン
遠
征
で
受
け
た
傷

が
元
で
九
一
八
年
一
二
月
二
三
日
に
死
去
し
た
時
、
本
来
そ
の
後
継
国
王
と
な

る
べ
き
弟
に
兄
が
遺
し
た
の
は
、
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
の
喪
失
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ

ン
、
バ
イ
エ
ル
ン
と
の
未
解
決
の
抗
争
、
そ
し
て
王
国
分
裂
の
危
機
と
い
う
ま

さ
し
く
負
の
遺
産
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
孤
立
し
た
弟
の
エ
ー
ベ
ル
ハ
ル
ト
が

「
フ
ラ
ン
ク
人
と
ザ
ク
セ
ン
人
の
分
国
」
に
お
け
る
コ
ン
ラ
ー
ト
家
の
既
得
権

益
を
継
承
・
維
持
し
よ
う
と
す
る
限
り
、
同
じ
分
国
内
の
も
う
一
人
の
頭
領
的

大
貴
族
の
助
力
を
仰
ぎ
、
見
返
り
に
兄
の
後
継
王
位
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
エ

ー
ベ
ル
ハ
ル
ト
の
み
な
ら
ず
フ
ラ
ン
ク
人
に
と
っ
て
も
受
け
容
れ
可
能
な
ほ
と

ん
ど
唯
一
の
選
択
肢
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
翌
九
一
九
年
五
月
中
旬
に
フ

ラ
ン
ケ
ン
と
ザ
ク
セ
ン
の
境
界
に
位
置
す
る
フ
リ
ッ
ツ
ラ
ー
で
、
エ
ー
ベ
ル
ハ

ル
ト
が
参
集
し
た
フ
ラ
ン
ク
人
と
ザ
ク
セ
ン
人
の
前
で
新
国
王
へ
と
指
名
し
た

の
は
、
か
つ
て
の
ラ
イ
ヴ
ァ
ル
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
で
あ
っ
た

│
。

ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
に
よ
れ
ば
、
フ
リ
ッ
ツ
ラ
ー
が
選
ば
れ
た
の
に
は
、
も
う
一
つ

の
理
由
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
コ
ン
ラ
ー
ト
家
と
リ
ウ
ド
ル
フ
ィ
ン
グ
＝
バ
ー

ベ
ン
ベ
ル
ク
両
家
の
最
終
的
和
解
の
場
と
し
て
の
意
味
合
い
も
込
め
ら
れ
て
い

た
、
と
い
う
。
一
三
年
前
の
九
〇
六
年
二
月
二
七
日
、
コ
ン
ラ
ー
ト
・
エ
ー
ベ

ル
ハ
ル
ト
兄
弟
の
父
コ
ン
ラ
ー
ト
（〝
大
〞）
が
、
バ
ー
ベ
ン
ベ
ル
ク
家
の
ア
ー

っ
て
フ
ラ
ン
ク
人
を
徹
底
的
に
懲
ら
し
め
た
。
そ
れ
は
、
放ミ

ー

ム

ス

浪
芸
人
た
ち
が
、

か
く
も
夥
お
び
た
だ

し
い
数
の
死
者
た
ち
を
収
容
出
来
る
地
獄
は
一
体
ど
こ
に
あ
る
の

か
、
と
思
わ
ず
語
っ
た
程
で
あ
っ
た
」。

勝
利
の
余
勢
を
駆
っ
て
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
、
ヘ
ッ
セ
ン
地
方
へ
と
軍
を
進
め

た
。
し
か
し
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
遠
征
中
の
国
王
が
こ
の
報
に
接
し
て
急
ぎ
帰

還
す
る
と
、
ザ
ク
セ
ン
に
軍
を
引
き
、
グ
ロ
ー
ネ
の
城
塞
に
立
て
籠
も
っ
た
。

国
王
は
、「
使
者
を
送
り
、
自
発
的
な
服
従
を
要
求
す
る
一
方
で
、
今
後
大
公

を
敵
と
見
な
す
の
で
は
な
く
、
友
人
と
し
て
対
等
に
遇
す
る
意
向
で
あ
る
と
約

束
し
た
」（
二
四
章
）。
軍
勢
に
劣
る
ハ
イ
ン
リ
ヒ
が
、
こ
の
時
服
従
を
受
け
入

れ
る
覚
悟
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ヴ
ィ
ド
ゥ
キ
ン
ト
も
認
め
て
い
る

│
「
ハ
イ

ン
リ
ヒ
は
、
そ
の
時
既
に
フ
ラ
ン
ク
人
に
服
す
る
よ
う
説
き
伏
せ
ら
れ
て
い
た

の
だ
が
」。
コ
ン
ラ
ー
ト
が
要
求
し
た
「
自
発
的
な
服
従
（spontanea 

deditio

）」
を
前
提
と
し
た
「
友
人
（am

icus

）」
と
い
う
従
属
的
関
係
構
築
の

具
体
的
条
件
は
、
残
念
な
が
ら
不
明
で
あ
る
。
コ
ル
ヴ
ァ
イ
修
道
士
は
、
お
得

意
の
ア
ネ
ク
ド
ー
ト
、
す
な
わ
ち
大
公
側
近
の
機
転
に
長た

け
た
テ
ィ
ア
ト
マ
ル

の
小
話
を
挿
入
す
る
こ
と
で
、
デ
リ
ケ
ー
ト
な
交
渉
内
容
に
踏
み
込
む
こ
と
な

く
話
題
を
転
換
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

後
年
、
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
は
、『
年
代
記
』
に
お
い
て
こ
の
一
節
を
参
照
し
つ

つ
、
両
者
は
、「
誠
実
な
人
々
の
尽
力
に
よ
っ
て
最
終
的
な
友
好
同
盟

（am
icicia

）
の
締
結
に
至
っ
た
」
と
記
し
た（
62
）。
理
解
さ
れ
て
い
る
の
は
、

後
に
国
王
と
な
っ
た
ハ
イ
ン
リ
ヒ
が
、
各
地
の
大
公
と
の
間
に
締
結
し
た
対
等

な
「
友
好
同
盟
」

│
例
え
ば
、
二
六
章
に
お
け
る
エ
ー
ベ
ル
ハ
ル
ト
と
の

「
友
誼
」
の
締
結
を
想
起
さ
れ
た
い
（
上
述
一
頁
）

│
で
あ
る
が
、
コ
ン
ラ

ー
ト
側
の
高
圧
的
な
要
求
は
、
そ
れ
と
は
性
格
を
大
い
に
異
に
す
る
。
た
だ
、

研
究
者
は
、
こ
の
時
の
交
渉
の
際
に
両
者
間
に
相
互
不
干
渉
を
内
容
と
す
る
何
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ダ
ル
ベ
ル
ト
、
つ
ま
り
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
母
ハ
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
兄
弟
に
よ
っ
て
倒
さ

れ
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
地
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る（
65
）。

コ
ン
ラ
ー
ト
に
対
す
る
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
友
好
的
姿
勢
は
、
国
王
登
位
後
も
変

わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
翌
九
二
〇
年
、
新
国
王
は
前
王
の
埋
葬
さ
れ
た
フ
ル

ダ
修
道
院
を
「
祈
禱
の
た
め
に
（orationis causa

）」（D
H

I 1

）
訪
れ

た（
66
）。
彼
は
、
コ
ン
ラ
ー
ト
に
よ
る
発
給
証
書
の
更
新
に
際
し
て
も
、
そ
の

名
前
を
挙
げ
る
こ
と
を
怠
る
こ
と
な
く
、
自
ら
を
東
フ
ラ
ン
ク
国
王
の
伝
統
の

中
に
位
置
付
け
た（
67
）。
さ
ら
に
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
み
な
ら
ず
オ
ッ
ト
ー
家
の

後
継
者
た
ち
は
、
コ
ン
ラ
ー
ト
へ
の
追
悼
を
記メ

モ

リ

ア

念
祈
禱
と
い
う
形
で
長
ら
く
保

持
し
続
け
た
の
で
あ
る（
68
）。

ヴ
ィ
ド
ゥ
キ
ン
ト
も
、
二
五
章
の
死
の
床
の
遺
言
（
上
述
一
頁
）
に
続
け

て
、
次
の
追
悼
文
を
捧
げ
て
い
る
。「
こ
の
よ
う
に
告
げ
た
後
、
弟
は
落
涙
し

な
が
ら
了
解
し
た
と
返
答
し
た
。
国
王
は
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
亡
く
な
っ

た
。
勇
敢
に
し
て
力
強
い
男
で
、
戦
時
に
も
平
時
に
も
傑
出
し
て
お
り
、
気
前

良
く
穏
や
か
で
、
あ
ら
ゆ
る
美
徳
の
飾
り
を
備
え
た
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
は
、

自
身
が
有
す
る
都
市
ヴ
ァ
イ
ル
ブ
ル
ク
に
埋
葬
さ
れ
た（
69
）、
す
べ
て
の
フ
ラ

ン
ク
人
の
嘆
き
と
落
涙
に
包
ま
れ
つ
つ
」（
70
）

│
。 
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年　

次

事　

件

　
　
　
　
　

？

ハ
ッ
ト
ー
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
暗
殺
の
謀
議
（
第
一

巻
二
二
章
）

　
　
　
　
　

二
月
一
八
日

コ
ン
ラ
ー
ト
、
カ
ッ
セ
ル
に
て
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ル

ト
修
道
院
宛
て
証
書
（D

K
oI 15

）
を
発
給

　
　
　
　
　

三
月
一
二
日

コ
ン
ラ
ー
ト
と
ハ
ッ
ト
ー
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ

ル
ク
に
滞
在
（D

K
oI 17

）

　
　
　
　
　

五
月
一
五
日

ハ
ッ
ト
ー
死
去
（
第
一
巻
二
二
章
）

九
一
五
年

コ
ン
ラ
ー
ト
と
ハ
イ
ン
リ
ヒ
、
フ
ラ
ン
ケ
ン
と

ザ
ク
セ
ン
の
境
界
域
で
二
度
に
亘
り
戦
闘
。
相

互
不
干
渉
の
和
約
を
締
結
（
第
一
巻

二
三
、二
四
章
）

九
一
八
年
一
二
月
二
三
日

コ
ン
ラ
ー
ト
、
バ
イ
エ
ル
ン
遠
征
で
受
け
た
傷

が
元
で
死
去
（
第
一
巻
二
五
章
）

九
一
九
年　

五
月
中
旬

ハ
イ
ン
リ
ヒ
（
一
世
）、
フ
リ
ッ
ツ
ラ
ー
に
て

フ
ラ
ン
ク
人
と
ザ
ク
セ
ン
人
に
よ
り
新
国
王
に

選
出
、
オ
ッ
ト
ー
朝
の
始
ま
り
（
第
一
巻
二
六

章
）

年　

次

事　

件

九
〇
〇
年

東
フ
ラ
ン
ク
国
王
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
（〝
幼

童
〞）
登
位
（
第
一
巻
一
六
章
）

九
〇
二
年

バ
ー
ベ
ン
ベ
ル
ク
家
と
コ
ン
ラ
ー
ト
家
の

私フ
ェ
ー
デ闘
、
双
方
多
数
の
死
者
（
第
一
巻
二
二
章
）

九
〇
六
年　

二
月
二
七
日

コ
ン
ラ
ー
ト
家
の
頭
領
コ
ン
ラ
ー
ト
（〝
大
〞）、

バ
ー
ベ
ン
ベ
ル
ク
家
の
頭
領
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト

と
の
戦
闘
で
フ
リ
ッ
ツ
ラ
ー
に
て
戦
死
（
同
）

　
　
　
　
　

九
月
九
日

ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
、
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
ハ
ッ
ト

ー
の
奸
計
に
よ
り
処
刑
さ
れ
る
。
バ
ー
ベ
ン
ベ

ル
ク
・
フ
ェ
ー
デ
終
結
（
同
）

九
〇
八
年　

八
月
三
日

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
頭
領
的
大
貴
族
ブ
ル
ヒ
ャ

ル
ト
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
に
よ
り
殺
害
さ
れ
る

　
　
　
　

一
〇
月
五
日

国
王
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
、
リ
ウ
ド
ル
フ
ィ
ン
グ
家

の
頭
領
で
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ル
ト
修
道
長
オ
ッ
ト
ー

（〝
貴
顕
〞）
の
院
長
位
世
襲
を
排
除
（D

LdK
 

63

）

九
一
一
年
夏

ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
人
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
か
ら
離

反
し
、
西
フ
ラ
ン
ク
国
王
シ
ャ
ル
ル
三
世
に
鞍

替
え

　
　
　
　
　

九
月
二
四
日

国
王
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
死
去
、
東
フ
ラ
ン
ク
王
家

断
絶
（
第
一
巻
一
六
章
）

　
　
　
　

一
一
月
一
〇
日
頃
コ
ン
ラ
ー
ト
（〝
大
〞）
の
同
名
の
息
子

（〝
若
〞）、
コ
ン
ラ
ー
ト
一
世
と
し
て
新
国
王
に

選
出
（
同
）

九
一
二
年
一
一
月
三
〇
日

オ
ッ
ト
ー
死
去
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
後
継
（
第
一

巻
二
一
章
）

九
一
三
年 　

二
月
三
日

コ
ン
ラ
ー
ト
、
コ
ル
ヴ
ァ
イ
修
道
院
に
滞
在

（D
K

oI 14

、
第
三
巻
二
章
）
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岡
地
稔
「
口
承
世
界
に
お
け
る
歴
史
叙
述
の
信
憑
性

│

ヴ
ィ
ド
ゥ
キ
ン
ト
『
ザ
ク
セ
ン
朝
史
』・
ハ
イ
ン
リ
ヒ
一
世
国
王
選
挙
に

関
す
る
Ｊ
・
フ
リ
ー
ト
の
所
説
を
め
ぐ
っ
て
」『
ア
カ
デ
ミ
ア
』（
文

学
・
語
学
編
）
七
五
（
二
〇
〇
四
）、
一
│
三
七
頁
の
批
判
も
参
照
。

（
６
）Jacob und W

ilhelm
 G

rim
m

, D
eutsche Sagen, 2 B

de., B
erlin 1816-

18, N
D

. 

（G
rim

m
s W

erke, A
bt. 3. G

em
einsam

e W
erke, 46-47

）, 
H

ildesheim
 2002-03, hier B

d. 2, S.150-152, S.152-154. 

グ
リ
ム
兄

弟
編
著
、
吉
田
孝
夫
訳
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』
八
坂
書
房
、
二
〇
二
一

年
、
五
三
七
│
五
三
八
、五
三
八
│
五
三
九
頁
。

（
７
）
参
照
、
注
20
、
46
、
48
。

（
８
）
東
フ
ラ
ン
ク
分
国
王
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
（〝
若
王
〞、
在
位
八
七
六
│

八
二
年
）
に
よ
っ
て
初
め
て
統
合
さ
れ
た
政
治
的
空
間
の
規
定
的
重
要

注【
略
表
記
】

D
L

dK
＝D

ie U
rkunden L

udw
igs des K

indes, in: D
ie U

rkunden 

Zw
entibolds und Ludw

igs des K
indes, hg. v. T

heodor Schieffer, 

（M
G

H
 D

ie U
rkunden der deutschen K

arolinger, 4

）, B
erlin 

1960.
D

K
oI

＝D
ie U

rkunden K
onrads I., in: D

ie U
rkunden K

onrad I., 

H
einrich I. und O

tto I., hg. v. T
heodor v. Sickel, 

（M
G

H
 D

ie 

U
rkunden der deutschen K

önige und K
aiser, 1

）, H
annover 

1879-84.
D

H
I

＝D
ie U

rkunden H
einrichs I., in: ebd. 

G
oetz 

（H
g.

）, K
onrad I.

＝K
onrad I. - A

uf dem
 W

eg zum
 „D

eutschen 

R
eich“ ?, hg. v. H

ans-W
erner G

oetz, B
ochum

 2006.

（
１
）W

idukind v. K
orvei, R

es gestarum
 Saxonicarum

, hg. v. P
aul 

H
irsch - H

ans-E
berhard Lohm

ann, （M
G

H
 SS rer. G

erm
., [60]

）, 
H

annover 1935, I-cap.25-26, S.37-39. 

コ
ル
ヴ
ァ
イ
の
ヴ
ィ
ド
ゥ
キ

ン
ト
、
拙
訳
『
ザ
ク
セ
ン
人
の
事
績
』
知
泉
書
館
、
二
〇
一
七
年
、

六
〇
│
六
四
頁
。
以
下
、
同
書
か
ら
の
引
用
は
個
々
に
頁
は
明
記
し
な

い
が
、
全
て
拙
訳
に
よ
る
。

│
本
稿
は
同
訳
書
「
解
説
」、
二
八
六
頁

で
予
告
し
た
研
究
で
あ
る
。

（
２
）
詳
し
く
は
、
拙
著
『
ド
イ
ツ
史
の
始
ま
り
』
創
文
社
、
二
〇
一
三
年
、

特
に
第
五
章
「
九
一
九
年
：
フ
ラ
ン
ク
人
か
ら
ザ
ク
セ
ン
人
へ
の
王
朝

交
替
」
を
参
照
。

（
３
）Johannes Fried, D

ie K
önigserhebung H

einrichs I., E
rinnerung, 

（19）90
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S.512f.

（
13
）A

nnales Laubacenses, in: W
alter Lendi, U

ntersuchungen zur 

frühalem
annischen A

nnalistik. D
ie M

urbacher A
nnalen m

it 

E
dition, （Scrinivm

 Fribvrgense, 1

）, Freiburg/Schw
eiz 1971, ad 

a. 907, S.187. 

同
編
年
誌
を
書
写
・
改
訂
し
た
『
ア
レ
マ
ニ
ア
編
年
誌

（
モ
ン
ツ
ァ
本
）』
で
は
、「
司
教
た
ち
の
」
の
文
言
が
削
除
さ
れ
て
い

る
。A

nnales A
lam

annici, in: ebd. ad a. 906, S.186. 

双
方
の
系
譜

関
係
に
つ
い
て
はebd. S.135-137

を
参
照
。

（
14
）Liudprand v. C

rem
ona, A

ntapodosis, in: D
ie W

erke Liudprands 

von C
rem

ona, hg. v. Josef B
ecker, （M

G
H

 SS rer. G
erm

., （41

））, 
H

annover-L
eipzig 1915, II-cap.6, S.39-41. A

ntapodosis, in: 

Liudprandi C
rem

onensis opera om
nia, cura et studio P

aolo 

C
hiesa, （C

orpus C
hristianorum

, C
ontinuatio M

ediaevalis, 156

）, 
T

urnhout 1998, pp.37-39. 

な
お
、
筆
者
は
同
書
の
翻
訳
を
二
〇
二
三

年
度
に
知
泉
書
館
か
ら
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
15
）
第
二
巻
六
章
の
叙
述
は
次
の
よ
う
に
結
ば
れ
る
。「
し
か
し
、
彼
は
、
縛

ら
れ
て
処
刑
の
た
め
に
引
き
出
さ
れ
た
時
、
ハ
ッ
ト
ー
の
顔
を
凝
視
し

つ
つ
語
っ
た
。「
も
し
汝
が
我
の
死
罪
を
認
め
る
と
い
う
の
な
ら
ば
、
汝

こ
そ
偽
誓
を
犯
し
た
罪
人
で
は
な
い
か
」。
ハ
ッ
ト
ー
は
言
葉
を
返
し

た
。「
汝
を
無
傷
で
城
塞
か
ら
連
れ
出
し
、
同
じ
く
連
れ
戻
す
こ
と
、
余

は
そ
れ
を
約
束
し
た
し
、
あ
の
時
実
際
に
そ
れ
を
果
た
し
た
と
考
え
て

お
る
。
汝
を
城
塞
か
ら
連
れ
出
し
た
後
、
直
ち
に
息
災
に
し
て
何
事
も

な
く
再
び
城
塞
へ
と
連
れ
戻
し
た
で
は
な
い
か
」。
す
る
と
、
ア
ー
ダ
ル

ベ
ル
ト
は
、
こ
こ
に
到
来
し
た
こ
と
を
嘆
き
、
ハ
ッ
ト
ー
の
悪
巧
み
を

見
破
る
の
が
遅
す
ぎ
た
こ
と
に
溜
息
を
吐
い
た
。
そ
れ
か
ら
、
不
承
不

性
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
ド
イ
ツ
史
の
始
ま
り
』、
一
一
七
│

一
二
三
、一
二
八
│
一
三
〇
頁
を
参
照
。

（
９
）W

ilhelm
 Störm

er, D
ie konradinisch-babenbergische Fehde um

 

900. U
rsachen, A

nlaß, Folgen, in: G
oetz （H

g.

）, K
onrad I., S.169-

183, bes. S.176ff. 

関
連
史
料
は
、D

ie R
egesten der B

ischöfe und des 

D
om

kapitels von B
am

berg, bearb. v. E
rich Frhr. v. G

uttenberg, 

Lfg. 1, 

（Veröff. d. G
esell. f. Fränkische G

eschichte, R
eihe 6

）, 
W

ürzburg 1932, N
r.1-4

に
網
羅
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）R

egino v. Prüm
, C

hronicon, in: R
eginonis abbatis Prum

iensis 

C
hronicon cum

 continuatione T
reverensi, hg. v. Friedrich K

urze, 

（M
G

H
 SS rer. G

erm
., （50

））, H
annover 1890, ad a. 906, S.152.

（
11
）H

erm
ann K

am
p, F

riedensstifter und Verm
ittler im

 M
ittelalter, 

（Sym
bolische K

om
m

unikation in der Vorm
oderne

）, D
arm

stadt 

2001, S.298 A
nm

.13.

（
12
）Joh

annes F
ried, „...vor fünfzig oder m

eh
r Jah

ren “. D
as 

G
edächtnis der Zeugen in P

rozeßurkunden und fam
iliären 

M
em

orialtexten, in: Pragm
atische D

im
ensionen m

ittelalterlicher 

S
chriftku

ltu
r, h

g. v. C
h

ristel M
eier et al., 

（M
ünstersch

e 

M
ittelalter-Schriften, 79

）, M
ünchen 2002, S.23-61, hier S.43f.  

執
筆
動
機
に
つ
い
て
も
、
幼
い
国
王
に
向
け
た
「
君
主
鑑
」
で
あ
っ
た

可
能
性
が
憶
測
さ
れ
て
い
る
。H

ans-H
enning K

ortüm
, W

eltgeschichte 

am
 A

u
sg

an
g

 d
er K

arolin
g

erzeit. R
eg

in
o von

 P
rü

m
, in

: 

H
istoriographie im

 frühen M
ittelalter, hg. v. A

nton Scharer - 

G
eorg Scheibelreiter, 

（Veröff. d. Instituts f. Ö
sterreichische 

G
eschichtsforschung, 32

）, W
ien-M

ünchen 1994, S.499-513, hier 

（20） 89
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ぼ
一
致
す
る
。Fried, „...vor fünfzig oder m

ehr Jahren “

（
注
12
）, 

S.43-50. 

た
だ
し
、
口
頭
伝
承
に
重
き
を
置
く
後
者
は
、「
ハ
ッ
ト
ー
の

歌
」
が
放ミ

ー

ム

ス

浪
芸
人
（
後
述
一
六
頁
）
に
よ
っ
て
広
く
伝
播
さ
れ
た
後
、

文
字
化
さ
れ
た
こ
と
に
決
定
的
な
重
要
性
を
帰
す
る
。

（
21
）R

egino, C
h

ronicon, ad a. 899, S.146f. V
gl. G

erd A
lth

off, 

A
m

icitiae und P
acta. B

ündnis, E
inung, P

olitik und G
ebets-

gedenken im
 beginnenden 10. Jahrhundert, 

（M
G

H
, Schriften, 

37

）, H
annover 1992, S.18-21, S.65f., S.251-253.

（
22
）E

kkehard IV., St. G
aller K

lostergeschichten, hg. u. übers. v. H
ans 

F. H
aefele - E

rnst T
rem

p, （M
G

H
 SS rer. G

erm
., 82

）, W
iesbaden 

2020, cap.22-23, S.184-194.

（
23
）E

bd., cap.11, S.150. O
tto v. Freising, C

hronica sive H
istoria de 

duabus civitatibus, hg. v. A
dolf H

ofm
eister, 

（M
G

H
 SS rer. 

G
erm

., 

（45

））, H
annover-Leipzig 1912, V

I-cap.15, S.274f. V
gl. 

B
eum

ann, W
idukind von K

orvei （
注
４
）, S.81. 

な
お
、（
新
）
バ
ー

ベ
ン
ベ
ル
ク
家
と
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
の
家
門
で
あ
る
（
旧
）
バ
ー
ベ
ン
ベ

ル
ク
家
の
系
譜
的
連
続
性
を
唱
え
た
の
は
、
オ
ッ
ト
ー
が
最
初
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
系
譜
関
係
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
今
日
で
も
な
お
議
論
さ

れ
て
い
る
。R

om
an D

eutinger, D
ie Fam

ilie M
arkgraf Liutpolds I. 

von Ö
sterreich. B

eobachtungen zur G
enealogie der frühen 

B
abenberger, in: D

ie B
abenbergerm

ark um
 die Jahrtausendw

ende. 

Zum
 M

illennium
 des heiligen K

olom
an, hg. v. R

om
an Zehetm

ayer, 
（M

itteilungen aus dem
 N

iederösterreichischen Landesarchiv, 

16

）, St. Pölten 2014, S.149-164.

（
24
）
参
照
、
拙
訳
『
ザ
ク
セ
ン
人
の
事
績
』、「
解
説
」、
二
七
〇
頁
。

承
な
が
ら
も
執
行
人
に
付
き
従
っ
た
の
で
あ
っ
た

│
も
し
そ
れ
が
許

さ
れ
た
な
ら
ば
、
喜
ん
で
人
生
を
生
き
長
ら
え
た
で
あ
ろ
う
に
」。

（
16
）H

erm
ann v. R

eichenau, C
hronicon, hg. v. G

eorg H
einrich Pertz, 

in: M
G

H
 SS V, H

annover 1844, ad a. 907, S.111f.

（
17
）G

erd A
lth

off, Verform
ungen durch

 m
ündliche T

radition. 

G
eschichten über E

rzbischof H
atto von M

ainz, in: Iconologia 

sacra. M
ythos, B

ildkunst und D
ichtung in der R

eligions- und 

Sozialgeschichte A
lteuropas. Festschrift für K

arl H
auck zum

 75. 

G
eburtstag, hg. v. H

agen K
eller - N

ikolaus Staubach, （A
rbeiten 

zur F
rühm

ittelalterforschung, 23

）, B
erlin-N

ew
 York 1994, 

S.438-450, bes. S.445-448.

（
18
）
キ
ケ
ロ
ー
、
高
橋
宏
幸
訳
「
義
務
に
つ
い
て
」、『
キ
ケ
ロ
ー
選
集
』

九
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
、
三
四
七
│
三
四
八
頁
。V

gl. C
hris-

tian K
lein, „R

ettungsanker des R
eiches “ oder „E

idbrecher “ und 

„M
euchelm

örder “. H
atto-B

ilder der N
euzeit zw

ischen Legende 

und W
issenschaft, in: G

lanz der späten K
arolinger. H

atto I. 

E
rzbischof von M

ainz (891-913). Von der R
eichenau in den 

M
äuseturm

, hg. v. W
infrid W

ilhelm
y, R

egensburg 2013, S.18-33, 
hier S.24f. Franz Staab, D

ie M
ainzer K

irche im
 Frühm

ittelalter, 

in: H
andbuch der M

ainzer K
irchengeschichte, 1, hg. v. Friedhelm

 

Jürgensm
eier, 

（B
eiträge zur M

ainzer K
irchengeschichte, 6

）, 
Teil 1, W

ürzburg 2000, S.87-194, hier S.178 A
nm

.101.

（
19
）Liudprandi C

rem
onensis opera om

nia, cura et studio P
aolo 

C
hiesa, Index A

uctorum
, pp.226f.

（
20
）
こ
の
認
識
に
お
い
て
は
、
ア
ル
ト
ホ
フ
（
注
17
）
も
フ
リ
ー
ト
も
ほ

（21）88
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suchungen zur R
echts- und R

eligionsgeschichte, （A
bhh. d. B

ayer. 

A
kad. d. W

iss., phil-hist. K
l., 31-3

）, M
ünchen 1922, S.182-184, 

S.190 m
it A

nm
.4. 

阿
部
謹
也
『
刑
吏
の
社
会
史

│
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
庶
民
生
活
』
中
公
新
書
、
一
九
七
八
年
、
四
八
頁
以
下
、
六
四
頁

以
下
。

（
30
）G

eorg W
aitz, Jahrbücher des D

eutschen R
eichs unter H

einrich I., 

3. A
ufl., Leipzig 1885, E

xcurs 4: Ü
ber den G

egenstand des 

Streits zw
ischen K

önig K
onrad und H

erzog H
einrich, S.197-200. 

オ
ッ
テ
ン
タ
ー
ル
の
コ
メ
ン
ト
も
参
照
。Johann Friedrich B

öhm
er, 

R
egesta Im

perii, II-1, D
ie R

egesten des K
aiserreichs unter den 

H
einrich I. und O

tto I. 919-973, neubearb. v. E
m

il v. O
ttenthal, 

Innsbruck, 1893, N
D

. m
it N

achträge, H
ildesheim

, 1967, N
r.h.

（
31
）Ingrid H

eidrich, D
as A

delsgeschlecht der K
onradiner vor und 

w
ährend der R

egierungszeit K
onrads I., in: G

oetz 

（H
g.

）, 
K

onrad I., S.59-75, hier S.67. 

コ
ン
ラ
ー
ト
家
と
の
血
縁
関
係
も
憶
測

さ
れ
て
い
る
が
、
論
証
さ
れ
て
は
い
な
い
。R

einhard W
enskus, 

Sächsischer Stam
m

esadel und fränkischer R
eichsadel, （A

bhh. d. 

A
kad. d. W

iss. zu G
öttingen, philol.-hist. K

l., 3-93

）, G
öttingen 

1976, S.280.

（
32
）
ブ
ル
ー
ノ
が
、
実
際
に
は
大
敗
北
を
喫
し
て
戦
死
し
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
拙
著
『
ド
イ
ツ
史
の
始
ま
り
』、
一
二
四
頁
以
下
を
、
国
制
上
の
官

職
と
し
て
の
「
大
公
位
」
の
創
設
に
つ
い
て
は
、
一
一
一
頁
お
よ
び
注

10
を
参
照
。
そ
の
後
に
発
表
さ
れ
て
論
文
と
し
て
、M

atthias B
echer, 

D
as sächsische H

erzogtum
 nach W

idukind von C
orvey, in: 

G
eschichtsvorstellungen. B

ilder, T
exte und B

egriffe aus dem
 

（
25
）W

ilhelm
 G

undlach, H
eldenlieder der deutschen K

aiserzeit, B
d. 1, 

Innsbruck 1894, N
D

. A
alen 1970, S.112.

（
26
）Leopold v. R

anke, W
eltgeschichte, Teil 6-2, Leipzig 1885, 1891

4, 

S.108.

（
27
）C

arl E
rdm

ann, B
eiträge zur G

eschichte H
einrichs I. （V

I

）: D
ie 

H
alskette H

attos von M
ainz, in: S

achsen
 u

n
d A

n
halt, 17 

（1941/43

）, S.48-61, 

（N
D

. in: ders., O
ttonische Studien, hg. v. 

H
elm

ut B
eum

ann, D
arm

stadt 1968, S.117-130

）. Stefanie 
H

aarländer, H
atto I.. E

in „böser “ B
ischof oder das „H

erz des 

K
önigs “ 

（cor regis

） ?, in: G
lanz der späten K

arolinger. H
atto I. 

E
rzbischof von M

ainz （
注
18
）, S.42-61. 

な
お
エ
ル
ト
マ
ン
（
一
八
九
八

│
一
九
四
五
年
）
に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
よ
り
予
告
さ
れ
て
い
た
ラ
イ

ヒ
ェ
ル
ト
の
浩
瀚
な
評
伝
が
つ
い
に
刊
行
さ
れ
た
。Folker R

eichert, 

Fackel in der Finsternis. D
er H

istoriker C
arl E

rdm
ann und das 

„D
ritte R

eich“. B
d.1: D

ie B
iographie, B

d.2: B
riefe 1933–1945, 

D
arm

stadt 2022.

（
28
）Paul H

irsch, in: W
idukind v. K

orvei, R
es gestarum

 Saxonicarum
, 

S.34 A
nm

.1. 

エ
ル
ト
マ
ン
に
よ
る
詳
細
な
反
証
を
参
照
。E

rdm
ann, 

D
ie H

alskette H
attos von M

ainz （
注
27
）, S.51-55. 

中
世
に
お
い
て

首
飾
り
が
斬
首
の
メ
タ
フ
ァ
ー
を
含
意
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

S.48f. 

を
参
照
。

（
29
）
参
照
、
注
15
。
メ
ー
ル
ゼ
ブ
ル
ク
の
テ
ィ
ー
ト
マ
ル
、
三
佐
川
亮
宏
訳

『
オ
ッ
ト
ー
朝
年
代
記
』
知
泉
書
館
、
二
〇
二
一
年
、
第
一
巻
七
章
、

一
五
頁
。O

tto v. Freising, C
hronica （

注
23
）, V

I-cap.15, S.275. 
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eiträge zur 

hessischen
 L

a
n

desgeschichte u
n

d zu
r m

ittela
lterlichen 

Verfassungsgeschichte, 

（U
ntersuchungen und M

aterialien zur 

Verfassungs- und Landesgeschichte, 17

）, M
arburg 1999, S.191-
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 d
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〇
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ie H
alskette H

attos von M
ainz （

注
27
）, S.57f.
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す
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さ
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史
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Abstract

Duke Henry and a Golden Torque

─ About Widukind of Corvey, „Deeds of the Saxons“, Book I, Chapter 22─

MISAGAWA Akihiro

Die berühmte Geschichte von „Herzog Heinrich und der goldenen Halskette“ in Widukinds 

„Sachsengeschichte“, Lib. I, cap.22 galt, wie die Aufnahme in das „Deutsche Sagen“ von Brüder 

Grimm zeigt, bisher als blosse Volkssage ohne historische Aussagewert schlechthin: der alte 

Ränkeschmiede, der Erzbischof Hatto von Mainz, wollte im Auftrag von König Konrad den 

trefflichen sächsischen Herzog Heinrich mit Hinterlist, nämlich durch eine kunstvolle goldene 

Halskette bei einem Gastmahle ermorden...

Aber schon Leopold von Ranke hat in dieser Erzählungen den realen historischen Hintergrund 

erkannt: „aber die Thatsachen dar f man unbedenklich annehmen; ich denke selbst jene 

Einladung an den Hof und ihre Ablehnung. Die schwierige Aufgabe, den Kern der Erzählung von 

ihren Zuthaten zu sondern, darf doch nicht vernachlässigt werden“ (Weltgeschichte, VI-2, 1885, 

S.108.).

In diesem Kurzen Beitrag habe ich neben den Widukinds sagenhaften Darstellungen das 

Itinerar von König Konrads I. von Ostfranken (911 - 918) im Jahre 912 /913, und die einschlägigen 

Könisurkunden aufmerksam gemacht. Als Ergebinis der Rekonstruierung der historischen 

Wirklichkeit handelt es sich um ein äusserst wichtiges Geschehnis, nämlich Heinrichs Bruch mit 

König Konrad im Jahre 913 und die Gewinnung Thüringens für den sächsischen Liudolfinger 

überhaupt.
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